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本市では、「十人の里あんとら 鹿角」のCIが示すように、古来より伝わる貴重な伝統と文

化を幾世代となく受け継ぎ、現在でも70の国、県、市指定文化財を有し、保存し続けていいま

す。

特別史跡大湯環状列石もその一つであり、昭和 6年の発見以来、70年 ものあいだ大切に保護

されてきました。

この祖先が守り続けてきた貴重な学術的・歴史的価値のある文化遺産を後世に正しく伝えて

えていくことが、現在に生きる私達の責務と考えております。

あわせて、この貴重な財産を全ての人々と共有し、活用することが究極の保存活動であると

考えます。

本市では、昭和59年より発掘調査を開始し、平成2年には周辺遺跡の特別史跡への追加指定、

同3年からは指定地の公有化を進めてきました。

一方、平成元年には、遺跡の保存と活用を進めるため「環境整備検討委員会」を設置しまし

た。同4年 に「特別史跡大湯環状列石環境整備基本構想」を、同 7年には「同基本計画」を策

定し、平成10年度より文化庁の地方拠点史跡等総合整備事業で史跡の環境整備を開始しました。

史跡の環境整備は、遺跡の保存、調査・研究成果の公開、縄文の雰囲気と自然を大切にする

ことを基本理念に据え、整備を進めております。

本報告書は、史跡の解明を目的に発掘調査した野中堂環状列石南西側隣接地の調査成果をま

とめたもので、縄文文化の研究、文化財保護の資料として活用いただければ幸いに存じます。

終わりに、発掘調査ならびに環境整備に際し、多大なご協力とご指導を賜りました文化庁・

秋田県教育委員会・関係機関各位に心から感謝申し上げるとともに、今後の事業につきまして

も一層のご指導を賜りますようお願い申し上げます。

平成14年 3月 29日

鹿角市教育委員会

教育長 織 田 育 生
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1.本報告書は、平成13年度に国ならびに秋田県の補助を得て実施した特別史跡大湯環状列石

発掘調査の成果をまとめたものである。

2.調査の概要については、機会あるごとに公表してきたが、本報告書を正式なものとする。

3.本報告書の執筆は、調査員・調査補助員が分担し、文責は各々の文末に記した。

4.出土資料等の鑑定 。分析については、下記の方々に依頼・委託した。

石器類の石質鑑定 …………・秋田県立小坂高等学校 教諭 鎌 田 健 一

甕棺土器付着赤色顔料 ……・秋田県立小坂高等学校 教諭 工 藤 直 樹

遺物包含層である火山灰層土層に関する調査報告

……。東北大学・東北アジア研究センター 助手 宮 本   毅

5 土層・土器等の色調の記載には『新版 標準土色帖』(日 本色彩研究所)を使用した。

6.遺物の実測、拓本、 トレース等の一連の作業は、調査員の指導のもとに調査補助員、整理

作業員が行った。

7.本報告書に掲載した図版にはスケールを付した。なお写真図版については任意の縮尺とし

た。

8.本報告書に掲載した地形図は、建設省国土地理院発行の「毛馬内」を使用した。

9.本報告書に使用した用語については、統一するように努めたが、数度にわたり使用される

ものについては簡略しているものもある。なお、図版ならびに写真図版で下記のような記号

を使用した。

SB・¨建物跡、 SK…・土坑、 SK(F)… フラスコ状土坑、 SK(T)・ …Tピ ット

SX(f)。 二焼土遺構、 SX(S)… 配石遺構・配石列、 Pit・…柱穴状ビット

形多多 …・遺構確認面以下の土層、 ■1■■1… 焼土、 1■■■・…柱痕

10.発掘調査並びに報告書作成にあたつて、下記の方々よりご指導 。ご協力をいただきました。

記して感謝の意を表します。(敬称略・順不同)

阿部義平、遠藤正夫、岡村道雄、葛西 励、熊谷常正、小林達雄、佐原 真、沢田正昭

鈴木克彦、高田和徳、田中哲雄、冨樫泰時、林 謙作、平澤 毅、本申 員、村越 潔

安村二郎
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第 I章 遺跡の環境

1.遺跡の位置と立地 (第 1図、 2図 )

鹿角市は秋田県の北東部に位置し、十和田八幡平国立公園の豊かな自然に囲まれた、世界有

数の観光拠点である。この恵まれた自然を背景に、市内には縄文時代をはじめとする多くの遺

跡が点在し、その数は周知の遺跡として416カ 所に及んでいる。

鹿角の所在する鹿角盆地は、東の奥羽山脈と西の高森山地の懐に形成された盆地で、盆地の

ほぼ中央を米代川が北へ向い貫流し、多くの支流が蛇行と合流を繰り返し、本流である米代川

に注ぎ込んでいる。これらの河川は、十和田火山の火砕流によつて形成された段丘を侵食.し、

沖積面とは比高差30m程の舌状台地をつくり出している。

鹿角市内で発見される遺跡は、この舌状台地上の至る所に分布する。

また、鹿角市は北東北 3県の中心部に位置し、市内を流れる河川沿いには古来より流通の要

であった「鹿角街道～盛岡・鹿角・田代町岩瀬を結ぶ北奥羽街道ルート」や「来満街道～鹿角
・

青森県三戸を結ぶ街道」が発達し、鹿角の歴史・文化に多くの影響をもたらした。

縄文時代でも鹿角の地理的条件はその文化に少なからず影響を与えたものと思われ、現在、

0               2.5km

ジ

第 1図 遺跡の位置と立地
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市立花輪第一中学校が所在している「天戸森遺跡 (縄文時代中期)」 では、そのことを実証す

るかのように、北東北の円筒上層式上器と南東北の大木式土器の特徴を持ち合わせた土器が多

数発見されている。

このような地理的・文化的・自然的背景の好条件の中で、特別史跡大湯環状列石という縄文

時代の大規模な「まつりの場」が構築されるに至ったものと思われる。

大湯環状列石は鹿角市の北東部に位置し、大湯川と豊真木沢川の侵食によつてつくり出され

た全長5.6km、 幅0.5～ 1.Okm、 標高150m～ 190mの舌状台地のほぼ中央部に立地している。

遺跡からは、四方の山並みを見渡すことができるほど眺望に優れ、自然の営みや季節の移り

変わり、天体の動き等が一日で感じとることができる。また、遺跡ののる台地斜面の至るとこ

ろには今でも豊かな水量を保つ涌き水やクリやツノハシバミといった堅果類をつける広葉樹が

点在する。台地西側下には豊かな川の幸や白鳥等の渡り鳥が飛来する大湯川が流れ、現在でも、

優れた生活環境を提供し続けている。

大湯環状列石は、鹿角市十和田大湯字万座、字野中堂、字一本木後口に所在し、東日本鉄道

花輪線・十和田南駅の北東3.5km、 東北縦貫自動車道十和田 ICの北東3.7km、 北緯40度 16分20

秒、東経140度48分49秒の地点である。

発掘調査区は、野中堂環状列石の南西側近接地 (野中堂環状列石保護柵下)と 南側台地縁辺

部であり、史跡の公有化以前は果樹園、原野であつた。             (花 海)

2.遺跡の層序と地形

遺跡の層序 (第 3、 4図 )

各調査区の基本層序は下記のとおりである。

第 I層 は、大湯浮石層までの堆積層で、20cm～ 45cmの厚さで各調査区に堆積する。また、野

中堂環状列石フエンス下には昭和26、 27年の国営調査時の盛土がみられる。第Ⅱ層は、大湯浮

石層 (十和田 a降下火山灰)で各調査区にみられるが、後世の撹乱により消失している地域も

ある。色調や粒子の粗細によつて分層することが出来る。Ⅱa層 は粒子の極めて細かな火山灰

層、Ⅱb層は粒径 0.5cm～ 4 cmの明黄褐色の浮石 (軽石)である。層の厚さはⅡa層で平均 4 cm

程、Ⅱb層で平均10cm程を測る。

第Ⅲ層は、大湯浮石層から地山漸位層 (第Ⅳ層)ま での堆積層で、色調・堅さ:混入物の量

によって4層に分層することができる。Ⅲa層は混入物をほとんど含まない黒色土層で、堅く

締まっている。皿b層 も黒色土層であるが、堅さや粗密度からⅢJ書 とは区別される。Ⅲa、 皿b

層ともに遺物包含層である。Ⅲd層 は、地山粒を少量含んだ黒褐色土層で、遺物包含層・遺構

確認面である。また本調査地では昨年同様、これまで確認されてきたⅢc層 よりⅢd層 に近いが

-3-



Ⅲd層 とは異なる暗褐色のⅢd'層が広範囲にみられ、遺構確認に苦慮した。本年度の調査に

より、野中堂環状列石北東側で、組石の構築面の一部がV層面であることが確認され、同周辺

においては、Ⅲd'層面が組石構築面であることが判明したたため、本層を整地による攪乱層

と断定し、同時に遺構構築面とした地域もある。

第Ⅳ層は、地山直上の暗褐色土層で地山プロツクを多量に含み、しまりのある層である。前

述した整地のため、遺構構築面および遺構確認面となった地域もある。第V層 は、申ケ野火山

灰と呼ばれる黄褐色土層で、十和田火山の火砕流にあたる。確認された遺構の掘り込みはすべ

てこの層まで達している。

調査地は全体にもともと起伏に富んでいたものと推・illlさ れ、環状列石構築期に整地されたこ

とからやや平坦となっている。野中堂環状列石周囲 (B4区 )と 南側 (B3区 )では約2m近い

高低差があるが、南側台地縁辺部の沢部分で配石遺構がみつかつた。 (花 海 )
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第Ⅱ章 調査の概要

調 査 要 項

1.遺 跡 名

2.調 査 目 的

3.調 査 地

4.発掘調査面積

5。 調 査 期 間

6.調査主体者

7.調査担当者

8.調査参加者

特別史跡大湯環状列石 (遺跡番号 :123)

野中堂環状列石南側隣接地遺構・遺物分布状況と地形を把握を目的とし

た。また、平成13年度第17次調査で確認された南側台地縁辺部の配石遺

構の性格解明を目的とした。

鹿角市十和田大湯字野中堂 1番地ほか (調査地名 :B3区、B4区 )

B3区・235ポ  B4区 ・297ぽ  第17次調査地B2区追調査・131ぽ

合計 663ず

発掘調査      平成13年 5月 8日 ～平成13年 10月 31日

整理・報告書作成  平成14年 10月 15日 ～平成14年 3月 29日

鹿角市教育委員会

鹿角市教育委員会 生涯学習課

主査  藤 井 安 正   主任  花 海 義 人

調査指導   大 野 憲 司 (秋田県教育庁生涯学習課文化財保護室

文化財保護班 副主幹)

泉 田   健 (秋田県教育庁生涯学習課文化財保護室

学芸主事)

調 査 員   鎌 田 健 一 (秋田県立十和田高等学校 教諭)

宮 本   毅 (東北大学 。東北アジア研究センター)

調査補助員  松 田 隆 史、柳 沢 和 仁

発掘調査

三浦 茂雄、大森 勝次、高嶋  岡]、 川又 リサ、

宮沢 カヨ、柳沢恵美子、苗代沢ノブ、兎沢サツ子、

木村千鶴江、柳舘 愛子、安村 ヨコ、児玉 フデ、

日中美千栄、田中 栄子、成田由紀子、関  イサ、

柳沢 勝江、木村 キン、柳沢 千晶

整理作業員

福島美紀子、黒沢 文子、柳沢 千晶、田中 栄子、

鹿角市教育委員会 生涯学習課

課  長  奈 良 勝 哉

工藤チエ子、

柳沢 ミネ、

高村 サツ、

宮沢 トミエ、

9.事 務 局
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課長補佐  秋 元 信 夫

主  査  藤 井 安 正

主 任 花 海 義 人

10.協 力 機 関  文化庁文化財部記念物課、独立行政法人奈良文化財研究所

秋田県教育委員会、 秋田県埋蔵文化財センター

青森県立人戸工業高校

2.調査の方法

調査区内のグリッドについては、第 1次発掘調査以来のN-49°一Wを基準線とし、万座環

状列石内に打設した基準杭より延長し、 5m単位の方眼を設定した。グリッドの名称は、アル

ファベッドと算用数字の組合せとし、西倶1の杭をもってグリッド名とした。

Ⅱ層 (大湯浮石層・十和田 a降下火山灰)か ら遺物包含層については人力により分層発掘と

し、極力上層での遺構の確認に努めたが、一部第Ⅳ層または第V層 まで掘り下げ遺構を確認し

た地域もある。

確認された遺構については、発見順に番号を付したが精査の結果遺構として認定できなかっ

たものもあり欠番としている。遺構の精査は、後々に調査データを残すこと、また遺構の保護

を考慮したことから、半裁方法及び土層観察用ベルトを多用するに留めた。

また、基本層序についても土層観察用ベルトを残すことに努めた。

遺構の実測図の作成については、グリッド杭を利用し、簡易遣り方測量を用い、縮尺 1/20・

1/10で図化した。

遺物の取り上げについては、やむおえない場合を除き出土地点・出土層位・出土レベル・出

土状況を図化し取り上げた。なお、完形土器、復元可能土器については出土層位 。出土地点・

出土レベル・出土状況を観察し、写真撮影後、収納した。

写真撮影については、小型一眼レフカメラ2台を使用し、調査の各段階ごとにカラー・リバー

サルフィルムに収めた。                           (花 海)

3.調査の経過

特別史跡大湯環状列石第18次発掘調査は平成13年 5月 8日 より開始し、現地でのすべての調

査を終えたのは平成13年 10月 31日 である。

5月 8日 、調査作業員に事務連絡並びに調査目的の方法を説明後、野中堂環状列石保護柵撤

去準備を開始する。 5月 9日 より第17次調査で確認した野中堂環状列石の南領1配石遺構周辺

(B3区 )の遺物包含層 (第Ⅲ層)の除去を開始、各グリッドより遺物の出上が続く。なお、遺

-8-



物取りあげ作業も平行して行う。20日 には配石遺構及び配石列をほぼ表出する。以後、配石遺

構と思われる石の下部調査を行う。25日 には第 1号・第 2号配石遺構下に土坑が確認される。

6月 1日 には配石遺構周辺に焼土遺構が確認される。14日 には南側 (B3)区の全体写真撮影

を行い、補足調査、図面作成を残し、翌 6月 15日 より調査は、野中堂環状列石隣接地 (B4区 )

へと移行する。昭和26・ 27年の国営調査時盛土除去後、環状列石周囲の保護ロープ等の環境整

備を行い、調査区南東部より大湯浮石層及び遺物包含層の除去を開始する。25日 からは北部の

調査を中心的に行い、第17次調査で確認された野中堂環状列石北西側出入り口と思われる配石

列のもう一対が検出され、これらの配石列が出入り口であると確定した。また、南側 (B3区 )

の最終的な調査も並行し、28日 には、第 3号配石遺構に設定したトレンチより甕棺が出土し、

相次ぐ貴重な発見に現場が活気づいた。

7月 5日 、秋田県教育庁・生涯学習課文化財保護室 大野憲司副主幹、泉田 健学芸主事に

現地視察及び調査指導を受け、現地視察終了後、平成12年度第17次調査地において追調査の直

接指導を承つた。8月 2日 ～3日 、特別史跡大湯環状列石環境整備検討委員会が開催され、文

化庁並びに検討委員の現地視察、調査指導があった。

7月 10日 には遺構確認作業を始め、多数の遺構プランが検出される。以後、随時遺構精査を

行う。また、並行して行った、遺物取りあげ作業、硬度計による遺構確認面の計測作業にやや

手こずる。 7月 27日 からは、北東側 トレンチの調査を開始する。8月 24日 には、北東側 トレン

チで遺構確認作業を行い、多数の遺構が確認される。

8月 は好天が続き、土層の乾燥が速く作業に支障をきたしたため、ブルーシートで調査地を

覆って対策をとったが、遺跡見学者、特に写真撮影者に迷惑をかける場合もあった。

9月 に入り、精査された遺構も100基余りに及ぶが、遺構の数が多量なため作業員のほとん

どが遺構の半裁作業へ、調査員・補助員は遺構平面図、土層断面図作成、遺構及び全体の写真

記録に追われる。

9月 末で確認・精査された遺構は435基余り、取り上げた遺物はコンテナ20箱余であった。

土層断面図、平面図作成につては、随時行っていたが、すべての土層図、平面図を作成し終

わったのは平成13年 10月 31日 であつた。 (花 海 )
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第Ⅲ章 B3区縄文時代検出遺構と出土遺物

B3区において、確認された縄文時代の遺構は、配石列 1条、配石遺構 3基、焼土遺構10基

が検出された。また、遺構内・外より復元 (可能)土器 1個体、縄文土器破片コンテナ4箱、

石器27点、土製品 8点の出土があった。

1.配 石 遺 構

① 配石遺構

第 1号配石遺構 (第 6、 7図 )

調査区中央部のW-82グ リッドに位置し、Ⅲd'層上面で確認 した。

遺構は破壊されてぃるが、本遺構東部に抜き取り痕が確認されたことから、本来40～ 60cm大

の扁平や細長い川原石を菱形に配置したもので、長軸110cmの規模のものと考えられる。また、

北東部の川原石はやや外斜している。

配石下より土坑が検出され、配石の位置と一致し、推定長軸120cm× 短軸100cmの楕円形を呈

する。Ⅲ d'を掘 り込み、V層 を底面とする。

堆積土は 2プロックに区分され、人為堆積である。また、 1層では、外斜している石の根本

部が軟弱で、頭部下が堅くしまっていることから、北東部の石は本来、立石であったと判断し

た。石材は、石英閃緑扮岩である。

構築時期は、確認面及び周辺出土遺物より縄文時代後期と考えられる。

第 2号配石遺構  (第 6、 7図 )

調査区中央部のX-82・ 83グ リッドに位置し、Ⅲd'層 上面で確認した。

遺構は、縁辺部の南隅と中央部に大型の石を立て、これを囲むように20～ 40cm大 の扁平や細

長い川原石が楕円形になるように置かれている。規模は長軸120cm X短軸100cmである。石材は、

石英閃緑扮岩が主で、凝灰岩、石英安山岩が混じる。

配石下より土坑が検出され、配石の位置と一致し、推定長軸140cm× 短軸HOcmの 楕円形を呈

する。Ⅲd'を 掘 り込み、V層 まで掘 り込まれる。

堆積土は 3プロックに区分され、人為堆積である。

構築時期は、確認面及び周辺出土遺物より縄文時代後期と考えられる。

第 3配石遺構 (第 6、 7図 )

調査区中央部のV・ W-83グ リッドに位置し、Ⅲd'層上面で確認 した。

配石は 4個の川原石で構成され、周辺には石の抜きり痕は確認されなかった。確認状況では

東部の石がやや内側に傾斜 してみつかつたが、石下に掘 り込みが確認されたことから本来は、

―-11-―
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ほぼ直立していたものと判断される。配石の形状は前述した立石の他、西側にも横にした石を

外斜して立て、中央部に扁平な川原石が置かれている。規模は長軸100cm× 短軸70cm方形を呈

する。石の規模は16～ 70cmで、石材は石英閃緑扮岩である。なお、石の一部には焼跡が観察さ

れる。

配石下より土坑は検出されなかつたが、配石の位置と一致し、中型の壼形土器が正位の状態

で埋設されていた。土器内の埋土からは、人骨、副葬品は出土しなかった。土器を埋設するた

めの掘り込みは、短軸50cm× 深さ66cmの もので、堆積土は 1プロックのみである。

壺形土器は、底径13cm、 胴部最大径29cmを 計る。上部は打ち欠かれ、現存する最大土器高は

33cmである。文様帯は胴部の最張部に施文された隆沈文により、上部文様帯と下部無文帯とに

区画される。文様帯には2～ 4条の平行沈線により横位方向へ展開する曲線文が主文様として

施文され、入組文や円文が付加される。また、土器正面には人体状の文様が観察される。

本遺構の構築時期は、確認面及び出土遺物より縄文時代後期と考えられる。

② 配 石 列

第 1号配石列 (第 9図 )

調査区中央部のX-82、 83、 84グリッドに位置し、Ⅲd'層 上面で確認した。

20～ 80cm大の角礫や細長い川原石、扁平な川原石が短軸を連結するように配置されている。

また、北端に配置される立石は掘り込みが確認されたことから、人為的に立てられたものと判

断され、第 1～ 3号配石遺構群との境界を区画する役割のあるものと考えられる。長さは、

7.36mを測り、南北方向に延びる。本遺構の下部には土坑は確認されなかった。

使用される石材は石英閃緑扮岩、凝灰岩、石英安山岩、軽石である。
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第 9図 B3区第 1号配石列実測図
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2.焼 土 遺 構

焼土遺構は大半が配石遺構の北側に集中する。本調査区では10基が確認された。

第100号焼土遺構 (第 10図 )

調査区南部中央寄りのX-80グ リッド、Ⅲd'層上面で確認。焼土範囲は推定50× 40cmで あ

る。

第101号焼土遺構 (第 10図 )

調査区中央部のWX-83グ リッド、Ⅲd'層 上面で確認。焼土範囲は64× 36cmである。

第102号焼土遺構 (第 10図 )

調査区中央部のW-102グ リッド、Ⅲd'層 上面で確認。焼土範囲は36× 32clnで ある。

第103号焼土遺構 (第 10図 )

調査区中央部のW-83、 84グ リッド、Ⅲd'層上面で確認。焼土範囲は66× 44cmである。

第104号焼土遺構 (第 10図 )

調査区中央部のW-85グ リッド、Ⅲd'層上面で確認。焼土範囲は66× 50cmである。

第105号焼土遺構 (第 10図 )

調査区中央部のW-85グ リッド、Ⅲd'層上面で確認。焼土範囲は42× 38cmである。

第106号焼土遺構 (第 10図 )

調査区中央部南寄りのW-85グ リッド、Ⅲd'層上面で確認。焼土範囲は42× 40cmである。

第107号焼土遺構 (第 10図 )

調査区中央部のX-83グ リッド、Ⅲd'層 上面で確認。焼土範囲は36× 26cmである。

第108号焼土遺構 (第 10図 )

調査区東部のY-84グ リッド、Ⅲd'層上面で確認。焼土範囲は246× 146clnである。

第109号焼土遺構 (第 10図 )

調査区中央部のW-82グ リッド、Ⅲd'層上面で確認。焼土範囲は20× 14cmである。
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3.遺構外出土遺物

① 土  器

B3区からは、コンテナ (規模縦54cm× 横34.5cm× 高さ20cm)4箱の土器破片の出土した。

これらの土器は、縄文時代後期のもので、その出土層位は基本層序Ⅲb層～Ⅲd層からである。

土器の分類については、時期ごとに群別し、文様や施文技法で分類した。

なお、図面Noに は、図版Noと ポイントNoを記している。

第 I群土器 縄文時代早期～前期の土器

本調査区より出土しなかった。

第Ⅱ群土器 縄文時代後期初頭～前葉の土器

本群土器は、縄文時代後期初頭から前葉に位置付けられるもので、本群土器は十腰内 I式に

比定されるものである。なお、本群 4類土器は大湯式土器の特徴を持ったものである。

1類 :隆線文、隆沈文の土器 (PL5・ 1、 5、 6、 10、 12、 16)

深鉢、壺が主体となる。文様帯は隆線文、隆沈線で区画され、深鉢では胴部2/3ま で、壺

は胴部最張部にまで及ぶものが多くみられる。 1は隆沈文の施された壺形土器の口頸部で隆沈

文上に刺突が付加される。焼成は良好で、色調は灰褐色を呈する。 6、 10、 12、 16は深鉢の胴

部で、いずれも隆沈線により文様帯が区画され、方形文、楕円形文、円形文、渦巻き文が施文

されている。焼成は良く、色調は橙色～灰褐色を呈する。 5は隆沈文上にに縄文が充填されて

いる。焼成は良好で、色調は橙色を呈する。

2類 :地文上に沈線文が施文される土器 (PL5・ 24、 27)

深鉢が主体となる。日縁部上端に隆沈線により楕円形文を施文するものやボタン状の粘土の

貼り付けを行うものもある。文様帯は口縁・胴部に区画され、弧線文、渦巻文、S字文が主文

様となる。器面には地文としてLR縄文が施文されるものが多い。27は 、波状口縁を呈する深

鉢の回頸部で、楕円形文に豆状の粘土の貼り付けを伴つている。24は深鉢の胴部で地文上に三

角形文が描かれている。本類土器の焼成は良好で、色調は黒褐色、暗赤褐色等を呈する。

3類 :沈線文の土器

無文研磨された器面上に1～数条の沈線、平行沈線によって主文様を描き出したものを一括

した。また、隆沈文によつて文様帯が区画されたものも含めた。器形としては深鉢、浅鉢、壷

が主体となる。主文様が展開される方向や特徴から細分した。

a:主文様が縦位方向に施文される土器 (PL5・ 9、 13)

主文様としてS字文、渦巻文、弧線、円形文、楕円形文が縦位方向に施文される土器である。
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深鉢、鉢、浅鉢、壺が主体となり、文様帯は胴部上・下半に区画される。

13は深鉢の胴部で、平行沈線間によって区画された胴部に方形文が縦位方向に施文されたて

いる。 9は楕円形文が縦位方向に連結されている深鉢の胴部で、比較的大型の深鉢土器が多く

みられる。本類土器の焼成は非常に良好で、色調はにぶい褐色、灰黄褐色を呈する。

b:斜行する平行沈線文の土器 (PL5・ 4)

文様が縦位方向に展開することから本類 aの範疇に入るものと想定されるが、文様の特徴か

ら細分した。 4は斜行する沈線が交差し、格子目状の文様が施文される深鉢である。

本類土器の焼成は良好で、暗赤褐色を呈する。

c:主文様が横位方向に施文される土器 (PL5・ 19、 25)

器形は深鉢、鉢、浅鉢、壺が主体となる。深鉢の文様帯は胴部上半に限定されるもの、胴部

2/3付近まで広がつているものがある。25は、入組文を主文様とし弧線文が付加されている。

19は方形文を区画文として、 S字状文や入組文が弧線文によって連結されているものである。

本類土器は焼成が良好なものが多く、色調はにぶい褐色、灰黄褐色を呈する。

d:幾何学的な文様が施文される土器 (PL5・ 12、 28)

器形は深鉢が主体になるものと考えられる。28は菱形文が重層施文されている。12は弧線文

の組み合わせによる幾何学的な文様が施されているものである。

本類土器の焼成は良好で、褐色を呈する。

4類 :磨消縄文が施文される土器 (PL5)

幅の狭い磨消縄文によって文様が施文されるものを一括した。なお、沈線間に条痕文が充填

されるものも本類に含めた。

a:主文様が縦位方向に施文される土器 (PL5・ 2、 20、 26)

深鉢、鉢、壺が主体となる。深鉢の文様帯は胴部上半に区画される。26は深鉢で、胴部上半

に文様帯を持つ。文様帯は直線的な入組文によつて上下2段に区画され、弧状文が重ねられて

いる。沈線間にはLR縄文が充填される。20は、LR縄文が充填された平行沈線を主体とした

文様帯内にV字状文が縦位方向に2～ 3段描かれている。 2は深鉢の回頸部で、花弁状文が横

方向に描かれ、胴部には楕円形文が縦位方向に施文されているものである。

本類土器の沈線間に充填される縄文はLR縄文が多い。焼成は良好なものが多く、色調は

灰褐色、にぶい褐色、褐色等を呈する。

b:幾何学的な文様が施文される土器 (PL5,7、 15、 21、 29)

深鉢、鉢、壺が主体となる。幾何学的な文様や楕円形文・円文等を巧みに配置し文様として

いる。沈線間にはRL・ LR縄文が充填される。 7、 15、 21、 は深鉢、29は壺形土器の胴部破

片で沈線間に条痕が充填され、連続した鍵状文や円文が主文様となる。焼成は良好で、色調は
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赤褐色、暗褐色、灰責褐色を呈する。

c:主文様が横位方向に施文される土器 (PL5・ 8、 14、 18)

主文様が横位方向に施文されるものを一括した。深鉢・壺が主体である。文様帯には入組文、

波状文等が施文される。14は平口縁を呈する深鉢で、文様帯を胴部上半に有する。文様帯は 2

～3条の沈線で区画され、主文様として入組文が施文されている。沈線間にはLR縄文が充填

されている。 8、 18は深鉢の破片で、主文様として入組文、波状文が施文され、18は胴部下部

に地紋を残している。

本類土器は、焼成が良好で、色調は灰褐色を呈するものが多い。

d:帯縄文の幅が広くなる土器

深鉢が主体となり、壺もみられる。帯縄文の幅が本類a～ cに比べ広く、文様も直線的なも

のが多くなる。本調査区からは出土しなかった。

第Ⅲ類土器 縄文時代後期中葉の土器

本群には縄文時代後期中葉の土器を一括した。東北地方北部の十腰内Ⅱ式、Ⅲ式土器に、東

北南部の宝ケ峰式、関東地方の加曾利Bl式、B2式に比定されるものである。

1類 :平行沈線が主文様となる土器

口縁部に多条の平行沈線を施文するものを一括した。装飾突起を有する深鉢、平口縁を呈す

る浅鉢が主体となる。本調査区からは出土しなかつた。

2類 :磨消縄文の土器

曲線的な沈線で描き出した幾何学的な磨消縄文が施文された土器を一括した。深鉢が主体と

なる。本調査区からは出土しなかった。

3類 :磨消縄文に刺突が伴う土器

本群2類土器に類似した器形と文様を持つものである。沈線内には縄文を施文後、沈線に沿っ

て刺突を連続的に付加する。刺突には竹管を用い、器面に対し直角または斜位に突き刺してい

る。本調査区からは出土しなかつた。

4類 :短刻線・刺突文の土器

本調査区からは出土しなかった。

第Ⅳ群土器 縄文時代後期の土器 (PL5)

本群には無文、縄文、撚糸文、条痕文の土器を一括した。出土土器の中でも本群土器の出土

量が圧倒的に多い。時期ごとの細分は極めて困難である。

1類 :無文の土器
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深鉢、鉢、壺が主体となる。

2類 :縄文の土器 (PL5)

本類には無節縄文・単節縄文が施文されたものを一括した。深鉢、鉢、壺が主体となる。単

節縄文が施文されたものが圧倒的に多い。焼成は良好で、色調は暗褐色、にぶい褐色等を呈す

る。

3類 :撚糸文の土器 (PL5)

深鉢が主体となる。日縁部上端に沈線により文様を施文したものもこの類に含めた。

平口縁、波状口縁を呈し、折返口縁のものもある。短軸絡条体回転文、網目状・格子目状

撚糸文が施文される。

焼成は非常に良く、色調はにぶい褐色、灰褐色等を呈する。

4類 :条痕文の上器 (PL5)

条痕文が施文された土器を一括した。本調査区からは出土しなかった。

② 石  器

B3区遺構外より出土した石器は、剥片石器 6点、礫石器が21点の総計27点である。遺物は

調査区の北部に集中する傾向がみられる。遺物の大半は遺物包含層Ⅲa～ Ⅲbからの出土である。

石器の分類については、形態別に類別細分した。

石  鏃 (第 11図 )

形態から2群 6類に分類した。石材は硬質頁岩が多く、珪質頁岩、黒・赤色頁色と続く。

1群…有茎石鏃で、基部形態から以下のように細別した。

a…平基有茎石鏃で本調査区からは出土しなかった。剥離調整はていねいである。

b…凹基有茎石鏃で本調査区からは出土しなかつた。基部に決れをもつものである。

c…凸基有茎石鏃で 2点出土した。基部は細長く、全体的に厚みがある。 (1、 2)

2群…無茎石鏃で、基部形態から以下のように細別した。

a…平基無茎石鏃で本調査区からは出土しなかった。全体的に薄く、調整はていねいである。

b…凹基無茎石鏃で 1点出土した。剥離調整はていねいで、凹部の破損品が多い。(4)

c…尖基石鏃で 1点出土した。基部は細長く、全体的に厚みがある。 (3)

石  匙 (第H図 )

形態から2群に分け、さらにつまみ部を上にして主要刃部が作り出される位置から、 5類に

細分した。石材は硬質頁岩、珪質頁岩、黒色頁岩である。

-21-―



１
ハ
Ｈ
Ｈ
Ⅵ
ヽ
３

‐
鳳鵬麟ＷＷＷ
‐

１
ハ
＝
Ｕ
ヽ
２

‐
△螂
Ｖ
‐

―

‐
‐
４

‐
鳳
鶉
Ｙ
‐

0                    5cm

第11図  B3区遺構外出土石器実測図 (1)

一-22-―

‐２

く〔三二≧ゝゝ
6~5



‐６

２３

‐５

月
＝
Ｈ
Ｈ
Ｈ
〕
ｌｒ
Ｖ
ｌ４

t        ヽ
怨
｀

ヽ_/

‐８

20cm

第12図  B3区遺構外出土石器実測図 (2)

1群…縦型石匙である。刃部先端が破損しているものがみられる。

a…主要刃部が、一側縁に作り出されるもので、本調査区からは出土しなかった。

b…主要刃部が二側縁に作り出されるもので、本調査区からは出土しなかった。

c…主要刃部が先端部に作り出されるもので、 1点出土した。破損品である。

2群…横型石匙である。刃部の作りはていねいである。
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a…主要刃部が一側縁に作り出されるもので、本調査区からは出土しなかった。

b…主要刃部が二側縁に作り出されるもので、本調査区からは出土しなかった。

c…主要刃部が三側縁に作り出されるもので、本調査区からは出土しなかった。

掻  器 (第 11図 )

打面を上にして、主要刃部が作り出される位置および、刃部の形態別に5群に分類した。石

材は硬質頁岩、珪質頁岩が多く、黒色頁岩、赤色頁岩もみられる。

1群…主要刃部が左、右、先端いずれか一側縁に作り出されるもので、 1点出土した。

(6)

2群…主要刃部が二側縁に作り出されるもので、 1点出土した。(5)

3群…主要刃部が三側縁に作り出されるもので、本調査区からは出土しなかった。

4群…主要刃部が周縁全域に作り出されるもので、本調査区からは出土しなかった。

5群…刃部に扶れをもつもので、本調査区からは出土しなかった。

敲  石 (第 H図 )

円礫、扁平な川原石の一部が打ち欠かかれているもので、5点出土した。石材は砂質凝灰岩、

凝灰質泥岩、石英閃緑扮岩、石英安山岩質凝灰岩である。 (8、 10、 H、 13)

凹  石 (第 H図、第12図、 9、 12、 14～ 25)

円礫、棒状の礫、扁平な川原石に使用痕として凹が観察されるもので、16点出土した。大半

が調査区東端の第108号焼土遺構付近に集中していた。両面を使用しているものがほとんどで

ある。磨面が観察されるものもみられる。石材は石英安山岩質凝灰岩、凝灰質泥岩、凝灰質砂

岩、泥岩、砂質緑色凝灰岩、緑色凝灰質泥岩、石英閃緑王分岩、砂岩、石英安山岩等である。

磨  石 (第 12図 )

円礫に磨痕が観察されるもので、 1点出土した。石材は石英安山岩質凝灰岩である。 (26)

③ 土 製 品

B3区遺構外より出土した土製品は、土器片利用土製品8点のみが出土し、特に北東部に集

中していた。

土器破片利用土製品 (第 13図 )

土製品の中で最も多く出土した。形態的に円形 (5点 )、 三角 (2点 )、 方形 (1点)に分類
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第13図  B3区遺構外出土土器利用上製品拓影図

した。土器破片を打ち欠きと研磨により整形しているもので、前者による整形技法が多い。
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第Ⅳ章 B4区縄文時代検出遺構と出土遺物

B4区 において、確認された縄文時代の遺構数については以下のとおりであるが、この数値

および遺構の記載事項には、遺構配置との関連から第17次調査地 (B2区 )の追調査で確認さ

れたものも一括して報告することとする。

本調査区及び追調査によつて確認された遺構は、建物跡13棟 (追調査地 8棟 )、 柱穴状ビッ

ト771個 (追調査地62個 )、 配石列 1条、焼土遺構 4基、Tビ ット1基、フラスコ状土坑17基

(追調査地 2基 )、 土坑42基 (追調査地 2基)が検出された。また、遺構内・外より復元 (可能)

土器 4個体、縄文土器破片 7箱、石器31点、土製品40点、石製品 6点の出土があった。

1.建物跡と柱穴状ピット (第 14図 ～第36図、第 1表～第 5表 )

B4区及びB2区追調査では771個の柱穴状ピツトが検出された。

これらのビットはやむを得ずV層上面で確認されたものもあるが、構築時期は縄文時代後期

と考えられる。いずれも円形や楕円形の平面プランで、規模は径10～ 100cm、 深さ6～ 148cmと

様々である。多数のビットには柱痕が確認され、その大部分は建物跡の柱穴と考えられ、規則

的な配列が示される。B4区及びB2区追調査地では多数の建物跡の存在が予想されるが、ここ

では柱配列を明確にし得た13棟の建物跡について記述する。

ビットより復元可能土器、土器破片、石器が多数出土している。北東側 トレンチ検出のビッ

ト650か らは、柱穴平面 3/1部 を覆うように倒立した深鉢がみつかっている。胴部下半部は

打ち欠かれ、器面にはLR縄文の地文が施文されている。ビットの構築時期は、確認面及び出

土遺物、周辺出土遺物より縄文時代後期前葉と考えられる。

第200号建物跡 (第 14図～第36図、第 1表～第 5表 )

調査区北部のF-92・ 93、 G-92・ 93グリッドに位置し、Ⅲd'層上面で確認した。第605ビ ッ

ト、第208号建物跡と重複し、本建物跡が全ての遺構より新しい。

ビット606、 598、 255(B2)、 268(B2)、 693、 261(B2)の 6本柱の建物跡で、長辺3.5m、

短辺2.3m、 張り出し部間軸長4.8mの 規模である。柱穴の規模は堀方径50～ 84cm、 深さ69～ 121

cmを測る。径20～ 50clnの柱痕が確認された。

本建物跡柱穴からの出土遺物は、ビット15よ り縄文後期の土器破片 1点、ビット16よ り、縄

文時代後期の土器破片 4点、ビット171よ り縄文土器破片 8点、凹石 1点が出土している。

確認面及びビツト出土遺物より、縄文時代後期前葉の構築時期と考えられる。

第201号建物跡 (第 14図 ～第36図、第 1表～第 5表 )
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調査区南東部中央寄 りのM-89,90グ リッドに位置し、Ⅳ層上面で確認した。ビット539、

452、 456、 472と 重複し、新旧関係は (旧)456→本建物跡→452・ 539(新 )と なる。

基本層序保存用のベルト部に予想される 2個のビットとビット451、 453、 470、 471か らなる

6本柱の建物跡と考えられ、長辺4.Om、 短辺2.Omの 規模である。柱穴の規模は堀方径63～80

cm、 深さ74～ 140cmを 測る。検出された柱穴から、径30～ 60cmの柱痕が確認されている。

本建物跡桂穴からの出土遺物は、ビット15よ り縄文後期の土器破片 1点、ビット16よ り、縄

文時代後期の土器破片 4点、ビット171よ り縄文土器破片 8点、凹石 1点が出土している。

確認面及びビツト出土遺物より、縄文時代後期前葉の構築時期と考えられる。

第202号建物跡 (第 14図～第36図、第 1表～第 5表 )

調査区南東部中央寄りのM-89・ 90、 N-89・ 90グ リッドに位置し、Ⅳ層上面で確認した。

ビット742、 253、 452、 443、 S K216、 253と 重複し、新旧関係は (旧 )S K253、 ビツト742、

253-本建物跡→ S K216、 452・ 443(新 )と なる。

ビット433、 438、 443、 451の 4本柱の建物跡で、長辺3.2m、 短辺3.Omの規模である。柱穴

の規模は堀方径72～ 97cm、 深さ124～ 143cmを 測る。

本建物跡柱穴からの出土遺物は、ビット15よ り縄文後期の土器破片 1点、ビット16よ り、縄

文時代後期の土器破片 4点、ビット171よ り縄文土器破片 8点、凹石 1点が出土している。

確認面及びピツト出土遺物より、縄文時代後期前葉の構築時期と考えられる。

第203号建物跡 (第 14図～第36図、第 1表～第 5表 )

調査区南東部のN-91・ 92、 0-91・ 92グ リッドに位置し、Ⅲd層上面で確認した。ビツト

419、 748、 第204号建物跡と重複 し、ビット419が本建物跡より古いのみで、いずれより本建物

跡が古い。

ビット420、 428、 416、 499、 500、 504の 6本柱の建物跡で、長辺2.4m、 短辺1.5m、 張 り出

し部門軸長3.2mの 規模である。柱穴の規模は堀方径70～ 96cm、 深さ79～ 122cmを 測る。検出さ

れた柱穴から、径20～ 40cmの柱痕が確認されている。

本建物跡柱穴からの出土遺物は、ビット15よ り縄文後期の土器破片 1点、ビット16よ り、縄

文時代後期の土器破片 4点、ビット171よ り縄文土器破片 8点、凹石 1点が出土している。

確認面及びビツト出土遺物より、縄文時代後期前葉の構築時期と考えられる。

第204号建物跡 (第 14図～第36図、第 1表～第 5表 )

調査区南東部のN-91・ 92、 0-91・ 92グ リッドに位置し、Ⅲd層上面で確認した。ビツト

748、 第203号建物跡と重複し、本建物跡がいずれより本建物跡が新しい。

ビット417、 421、 490、 503、 506、 718の 6本柱の建物跡で、長辺2.7m、 短辺1.8m、 張 り出

し部間軸長4.Omの 規模である。柱穴の規模は堀方径27～ 41cm、 深さ40～ 80cmを 測る。検出さ
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れた柱穴から、径15～ 20cmの柱痕が確認されている。

本建物跡柱穴からの出土遺物は、ビツト15よ り縄文後期の上器破片 1点、ビット16よ り、縄

文時代後期の土器破片 4点、ビット171よ り縄文土器破片 8点、凹石 1点が出土している。

確認面及びピツト出土遺物より、縄文時代後期前葉の構築時期と考えられる。

第205号建物跡 (第 14図～第36図、第 1表～第 5表 )

本建物跡は追調査によって確認されたものである。 E-93・ 94、 F-93・ 94グ リッドに位置

し、Ⅳ層上面で確認した。

ビット249、 251、 252(B2)、 22、 24、 25の 6本柱の建物跡で、長辺3.5m、 短辺1.7m、 張 り

出し部間軸長4.Omの規模である。柱穴の規模は堀方径52～ 89cm、 深さ52～ 132cmを 測る。検出

された柱穴から、径20～ 30cmの柱痕が確認されている。

確認面及び周辺出土遺物より、縄文時代後期前葉の構築時期と考えられる。

第206号建物跡 (第 14図～第36図、第 1表～第 5表 )

本建物跡は追調査によって確認されたものである。 E-93・ 94、 F-93・ 94グ リッドに位置

し、Ⅳ層上面で確認した。

ピット23、 26(B)、 680(691の 4本柱の建物跡で、長辺3.5m、 短辺3.3mの規模である。柱

穴の規模は堀方径33～ 85cm、 深さ42～ 90cmを 渦|る 。検出された柱穴から、径20～ 30cmの柱痕が

確認されている。

確認面及び周辺出土遺物より、縄文時代後期前葉の構築時期と考えられる。

第207号建物跡 (第 14図 ～第36図、第 1表～第 5表 )

本建物跡は追調査によつて確認されたものである。E-93・ 94、 F-93・ 94グ リッドに位置

し、Ⅳ層上面で確認した。

ビット183、 259、 X(B2)、 609の 4本柱の建物跡で、長辺2.5m、 短辺2.5mの規模である。

柱穴の規模は堀方径33～ 85cm、 深さ42～ 90cmを 測る。検出された柱穴から、径25～ 30cmの柱痕

が確認されている。

確認面及び周辺出土遺物より、縄文時代後期前葉の構築時期と考えられる。

第208号建物跡 (第 14図～第36図、第 1表～第 5表 )

本建物跡は追調査によつて確認されたものである。 E-92、 F-92・ 93グ リッドに位置し、

Ⅳ層上面で確認した。第200号建物跡と重複し本建物跡が古い。

ビット180、 182、 185、 265、 276、 285(B2)の 6本柱の建物跡で、長辺4.Om、 短辺1.8m、

張 り出部長軸3.8mの規模である。柱穴の規模は堀方径44～ 58cm、 深さ62～ 92cmを測る。検出

された柱穴から、径25～ 30cmの柱痕が確認されている。

確認面及び周辺出土遺物より、縄文時代後期前葉の構築時期と考えられる。
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第209号建物跡 (第 14図～第36図、第 1表～第 5表 )

本建物跡は追調査によって確認されたものである。 E、 F-91・ 92グ リッドに位置し、Ⅳ層

上面で確認した。ビット275、 273、 278(B2)、 277、 712、 715の 6本柱の建物跡で、長辺2.7

m、 短辺2.Om、 張り出部長軸3.3mの 規模である。柱穴の規模は堀方径47～ 56cln、 深さ58～ 120

cmを 測る。検出された柱穴から、径20～ 30cmの柱痕が確認されている。

確認面及び周辺出土遺物より、縄文時代後期前葉の構築時期と考えられる。

第210号建物跡 (第 14図～第36図、第 1表～第 5表 )

本建物跡は追調査によって確認されたものである。 F、 G-91・ 92グリッドに位置し、Ⅳ層

上面で確認した。ビット197、 239、 191、 194(B2)、 672、 713の 6本柱の建物跡で、長辺4.2

m、 短辺2.7m、 張り出部長軸4.Omの 規模である。柱穴の規模は堀方径25～ 78cm、 深さ41～ 95

cmを illlる 。検出された柱穴から、径30～ 4 0cmの柱痕が確認されている。

確認面及び周辺出土遺物より、縄文時代後期前葉の構築時期と考えられる。

第211号建物跡 (第 14図～第36図、第 1表～第 5表 )

本建物跡は追調査によって確認されたものである。 I-89・ 90、 」-89グ リッドに位置し、

Ⅳ層上面で確認した。第212号建物跡と重複し本建物跡が古い。ビット226、 163、 135、 170

(B2)、 17(B)の 6本柱の建物跡で、長辺3.Om、 短辺2.Om、 張り出部長軸4.0面 の規模であ

る。柱穴の規模は堀方径41～ 71cm、 深さ54～ 82cmを 測る。

確認面及び周辺出土遺物より、縄文時代後期前葉の構築時期と考えられる。

第212号建物跡 (第 14図～第36図、第 1表～第 5表 )

本建物跡は追調査によって確認されたものである。 I-89・ 90、 J-89・ 90グリッドに位置

し、Ⅳ層上面で確認した。第02号建物跡 (B2)と 重複し本建物跡が新しい。ビット162、 167、

164、 134、 136、 171(B2)の 6本柱の建物跡で、長辺2.7m、 短辺1.8m、 張り出部長軸4.2m

の規模である。柱穴の規模は堀方径48～ 54cm、 深さ45～ 120cmを測る。

確認面及び周辺出土遺物より、縄文時代後期前葉の構築時期と考えられる。   (花 海)
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蒻
:黒褐色土(10YR2/2)地山檀、炭化物微量混入、しまる
,黒褐色土(10YR2/2)地山杜徴量臥 しまる
3黒出 10YR2/1)地山性微二臥 ややしまる

P1668

1黒褐色土(10YR2/2)地山粒少量混入、しまる
2黒褐色上(10YR2/2)地山晦 、ややしまる
3黒褐色土(10YR2/2)地山せ徴量溺 、ヽややしまる

1黒褐色土(101■,/2)地面社徴二混ス.ややしまる

1黒褐色メ10YR2/2)畑戯少量め 、ヽしまる
2黒褐色土(10n3/2)地山撻微■混入、ややしまる
3薫福色土(10YR2/2)地 山世劇艤しヽ、かたくしまる

nt562

141B色董 :OYR2/2)珈蔵は かたくしまる
2黒褐色
=10YR3/2)地

山粒微量混入、しまる

3黒褐色氣 10YR2/21地山糧少量醸 ヽしまる
4ニ ブイ黄褐色土(10YR4/3)地山プロックせ多i混入、ややしまる
5黒褐色士(10YR3/2)触 プロックU糧臥 、ややしまる

Pit569

1黒褐嶽 10YR3/2)地 上嶽姐嗣ス、しまる
2ニ ブイ贅福Щ 10m4/31地山プロック社少目はLヽ ややしまる
0ニ ブイ黄目ヒヒ(10YR4/31 tulプ ロッタ越 ぁ 、ヽしまる

1 黒褐こ土(10Yn2/2)地山粒少量混入、かたくしまる

1里色土(10n2/1)地山睦助騒罠入、しまる

鵬
に ´

―

馴 lL―_

餞
1黒掲色1(10YR2/2)実山粒3晨灌υ、 しまる
2黒福色■(10YR3/2)地山社微量混入、やや軟弱
3譴    (10YR3/2)nth師 、、しまる
4黒褐色土(10YR3/2)地 1プロフク綴 混入、しまる

1黒褐LL(10YR2/2)地 山W凛れ 、ヽしまる
2黒褐ttl10YR3/2)地山プロック位多量混入、やや軟弱
3黒格色土(10YR3/2)地山ti― 、ややしまる

1黒福色t(10YR3/2)油 力粒饉 溺 、ヽかたくしまる

1黒樹趾 (10YR2/2)tth越 混入、しまる
2薫継  (10YR3/2)晦混入、しまる
0黒褐色土(10YP3/2)晦 混入、しまる

1鷹褐□くlαυ O地恥謗置蕩 、ヽややしまる
2黒褐色
=10m2/2)地

山プロッタ粒徴量島 、ヽかたくしまる

1黒掲色虫 10YR2/2)地 山薔衡田島 、ヽしまる
2黒樹色土(10YR3/2)地山せ劇闘昆入、しまる
3黒褐色土(1013/2D tlL餞少畳混入、かたくしまる
4痛鼎馳,ま(1幌υ 2)軸齢 E島 、ヽしまる

1里色氣 10YR2/1)増止閣哺■日以、しまる
2黒褐饉 (10n3/21 lM避 薇働しヽ、やや軟弱
3最褐色士(10YR3/2)地山粒少量混入、やや軟弱

1黒褐色土(10YR2/2)地山プロック粒微量混入
2黒nt■ (loYR3/2)地山プロック粒少量めヽ
3黒掲色土(10YR2/2)地山t徴量混入

Pit671PIt705)

1黒褐E嵐 10YP/2)珈 プロックせ少量、焼土粒微量秘、、しまる

1黒褐色L(10YR2/2)blLtt少 盪混入、しまる
2黒色土(10YR2/1)噸 混入、しまる

1黒褐餞 (10YR3/2)地山粒例田しく しまる
2黒褐色
=10YR2/2)珈

柱鶴節し、、しまる

l駆瑞|ツ

`蹴

り

`:;盤

謝しま:る
"電
出社 (10YR3/4)地山籠U区國晟入、かたくしまる
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監斗

Pit586   Pit585

-H:1803m
Pit588

-H:1804111-
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-H:1808コ

蒻 釉

Pit587

H:1803● l 中̈一２̈̈″″″雹″″″

Pit590

H:1806m

Pit734 Pit594 Pit593 Pit735

-H:1807111

Pit734 Pit594 Pit598 Pit735

-H:1808111     -
畦Ⅳ
瘍瘍琲,7777,77,,ウ

1黒褥色L(10YR2/2)地 山粒
―
、しまる

2里福色主(10YR2/2)地山位少曇混入、かたくしまる
3黒褐色土(10VR2/2)地山粒少量混入、しまる
4黒褐色土(10YR2/2)地山プロック樹祀隅しヽ、ややしまる
5黒褐色土(10YR2/21地山粒少働め 、ヽしまる
0量福色土(10YR2/2)地山プロック触沙彊混入、ややしまる
7黒掲色土(10YR2/2)地山プロック載微

=混
入、かたくしまる

8黒褐色土(10YR2/a地山プロック向 ヽ軟弱
9黒褐色土(10YR2/2)地山プロック粒多■長入、やや軟弱

1景色董 10YR2/1)地山粒少量泌 、ヽかたくしまる
2黒色土(10YR2/1)増山粒篠i島 、ヽかたくしまる
3鳳色上(10YR2/1)地山粒引量臥 しまる

1黒福色土(10YR2/2)地山社多量、■■粒徴員混入、かたくしまる
2 4LL110YR2/1)地 山載徴量混入、しまる

1黒色土(10YR2/1)地山粒微■混入、しまる
2黒福色上(10YR2/2)油 喘 嚇 、ややしまる

1黒褐色L(10YR2/2)nllM脚酪し、、しまる
2黒格色土(10YR3/2)地山粒少曇混入、しまる
3量福L「 llm3/2)地山蓮豪量混入、しまる
4最褐色土(10YR2/2)地 雌 働 、ヽややしまる

5黒褐tt(10YR2/2)地 1助砂銀 、ややしまる

Pit595

― H:1807m

1黒掲色i(10YR2/2)地雌 混入、かたくしまる
2黒掲色土(ll YR2/2)地山粒少量混入、しまる

1黒褐色上(10YR3/2)地山粒少量混入、しまる
2 ニブィ贅褐色上(10YR4/31地山拉檄]浪人、ややしまる
3ニ ブイ貴福tt(1回 M/31地山粒微i=な ややしまる
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― H:18d7111  P・
707P■596 _ Pit590

-H:18071n

鋏 KD27

1 黒掲色土(10YR2/2)地山プロック粒少量混入、かたくしまる

1ニ ブイ郎 饉 (10YR4/3)珈 粒少■れ 、ヽしまる

2 黒褐LL(10YR3/2)地山粒微懇 、しまる

3黒褐色土(10YR2/2)地山粒撤量混入、やや軟覇
4黒 ltu (loYR3/2)地 山せ少量混入、かたくしまる

o最艇 土(10YR2/2)地山プロック粒少■混な しまる

1ニブィ難鷹土(10YR4/3)地山粒少量混入、しまる

2黒褐色■(10YR2/21地■拉徴量混入、しまる
0黒褐色土(lⅨ R2/a tll粒 少量混入、ややしまる

1 黒褐色土(■n認/2)地山粒徴量混入、かたくしまる

2黒 LL(10YR2/D地範椰已島 、ヽかたくしまる

1黒褐Щ 1011R2/2)助 山粒鋼 、ヽしまる

2黒褐色土(10YR3/2)地山せ少量、燒士t微量混入、
かたくしまる

l詈‖li螢 1諄l:′3酬勢双》と誤ゃゃ鰯

Pit610

-H:18081n ｍ”一一贄劣聰劣
Pit613

-H:1808m  ―

颯
Ｐｉｔ６‐２̈
一２‐３⑪了了

1 黒褐色土(10YR3/2)地山せ徴量混入、かたくしまる

:当 蹂 讐 (:II):'lli勢 り鶴 ぽ iィ瞬 銀 、しまる

1黒掲色土(10YR2/2)地山粒微ヨ島 、ヽかたくしまる

5ニ アイ黄褐色上(10YR,/4)地山プロック粒微量混入、かたくしまる

1量福at(loYP2/2)瑯 山醐 混入、ややしまる

2:黒褐色土(10YR2/2)地山プ。ック粒多量置入、しまる

3黒掲色土(10YR3/2)地山プロック泣多最混入、しまる

1黒褐色土(10YR2/2)麹 1粒微量泌 、しまる

2黒掲色土(10Yn3/2)地山プロック拉少壺恨入、かたくしまる

3剰電土(10YR2/a tlL檀 刺 、やや軟弱

4稟褐色L(10YR2/2)"山 瀬 混入、やや軟弱

1黒褐色上(10YR3/2)地山粒狙 働 、ヽしまる

2県福色土(10YR3/2)IIL粒 少量混入、しまる

0ニ アイ貫福色L(10YM/3)地山妙 ■混入、しまる

1黒褐色土(10YR2/2)地山プロ,ク粒少量混入、しまる

2里祖色t(10YR3/2)地 山プロ,クせ少量混入、ややしまる

0黒根に」(10YR3/2)地 山積椰晨灌臥ヽ やや軟弱

第26図  B4区柱穴状 ピット断面図《0

1 黒掲色土(10YR2/2)ttLプ ロックt少量混入、しまる

2黒色土(10YR2/1)地山t微量混入、かたくしまる
0黒褐色土(10YR2/2)地山粒微動場 、ヽかたくしまる

Pitω l

l黒褐色t(10YR2/2)地 山粒夕顕しヽ、かたくしまる
2黒tt(10YR2/1)地山せ少長島 、ヽかたくしまる

1黒福色i17 5YR3/2)地 山位少動昆入、しま|
2黒掲色土(10YR2/2)地山プロック粒少気 炭イヒ物びり様混入、しまる

141B色土(10YR3/2)地山粒り颯混入、しまる
2黒福醸 10YR2/2)地 1檀微畳混入、かたくしまる
3黒掲色土(10VR2/2)地山粒微量混入、やや軟弱

1量色L(10YR2/1)週山粒少量混入、しまる
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-H:1808111 -
Pit598  Pit600
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Pit627 Pit628

H:18061n

カクラン

Pit646 Pに647

H l 179 7m

Pit629

H:1805111

Pit632

-H:1802m―

Pit642

-H:17991n
P■644Pに643

H:17971n

P t649

H:1805m

鶉

繊

¨
・
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駐
一

Pit705

-H:18031n    ―

蜀

Pitフ ,フ

ー H:1806m―

m
Pit723

-H:1800コ

1薫褐色t(lⅨ R2/2)地 山粒制繭しヽ、かたくしまる

1黒掲t■110YR3/2)地山プロッタな多量混入、ややしまる

1ニ ブイ黄18●■ (10YR4/3)皿池少j銀入、ややしまる

1 暗ll色土(10YR3/4)地山粒、炭|は微量混入、やや軟弱

2暗13a (mⅥ
“

/3)地 山社、炭化柱少量混入、やや軟弱

3黒褐色上(10YR3/21地山粒少量臥 ぼさぼさ
4黙 饉 (1"レ0鋤 粒、組 剛 鵬 、`螂
5黒福色土(10YR3/1)地山粒少量猥ス、や●IA

l黒褐色土(10YR3/2)皿癒湿 、ヽやや軟弱

2黒杞色Кl"鶏/2)た山プロックな少螢島 、ヽ鰯

1黒褐色土(“Ⅵセ/2)地 山は ややしまる

1黒褐色土(10YR2/2)触 腱

“

田日日ぃかたくしまる

2量色上(10YR2/1)tulプ ロック」硼口壺入、しまる

Plte
l景樹しL(10YR2/2)趣 出露田団吹
2黒褐色氣 10YR2/21地山越少量混入
3 露H議ヨ土(10rR2/2)均山プロック

…
H1620

1黒1“
=土
(鰤

“

″2)均雌鱚E蔵スぃしまる
2躍贈糟士(1011R3/2)力期轍麒 、しまる

Pit27

1ニ アイ贅樹しま
'OYR4/39地

出田田慶ひ.0溺

1黒 lB色±00YR2/2)地 山プロック鼓微長混入、しまる

Pl1646

1黛褐色土(10YR2/3)blL粒 散■混入、かたくしまる

l黒褐色よ(]OYR2/2)tult、 撓土醸 混入、かたくしまる

1黒掲色土(10YR2/2)地山■沙量混入、しまる
2晟褐色こ(10YR3/2)地山拉微量混入、ややしまる

3罠掲色土(10YR2/1)地山M劇盟助ヽ 、しまる

1量褐色ま(10YR2/2)地山粒徴量混入、やや軟弱
2黒褐色ま(10YR3/2)地山粒薇量混入、ややしまる

1黒福色土(10YR2/2)地山拉微量訳 しまる

1黒褐色土(10YR2/2)地山プロッタ粒炒』駆ひぃしまる

,1649

1量色土(10YR2/1)1山 粒、邸L― やヽや鰯

2鼠褐色土(10YR3/2)地山墟少曇混入、かたくしまる
3聯睡 L(10YR3/4)地 齢じ田臥、鰯
4黒相蘊土(10rR2/31地山麟■■混入、しまる

6黒褐色土(10YR2/1)珀山蔵徴量洒ス、しまる

1黙 LLIЮ YレOШ 妙湿 、ヽしまる
2黒褐色土(10口″2)地山粒徴■混入、しまる

1黒掲LLIЮ IR2/21 tlL社 徴量混入、しまる

1 ニブイ責褐色土(101■ 4/3)tlLプ ロック■多量混入、ややしまる

PIt624

1黒褐色土(10YR2/2)増 山粒颯 しまる

2黒褐色土(10W/2)地 山プロック粒少壼混入、ややしまる
よ黒掲色土(10YR2/2)地 面粒微量れ 、ヽややしまる
4 黒色土(ll lR2/1)地山t微量混入、しまる

1 黒触 10YR2/21脈 劇む物徴菫]ワヽしまる
2最褐醸 10YR3/2)地山拉、劇口

"関

留少贅昆入、ややしまる

a黒剛巴嵐 lom/21却 噛雌、長1,瞬出購ひ、ややしまる

1黒暢色ま 10kR2/2)地山拉徴量混入、かたくしまる
2晟色土(101T2/1)tult翻ぃかたくしまる
3彙褥色ま lrm2/21触 プロッタt少麟島ヽ かたくしまる
4鳳饉 10YP/1)‖ 山‖り1じり、かたくしまる

PII“

l HIBaL110YR2/2)地 山粒鋼出置入、しまる
2触 蜃 ′ヽ)増雌じ瀾臥、しまる
0測麟鳴(101n3/21燿山プロック趣羽闘uⅢ ややしまる

B4区柱穴状 ビット断面図《つ
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2.配 石 遺 構

① 配 石 列

第200号配石列 (第37図 )

調査区北端部のF、 G-94グ リッドに位置し、Ⅲd'層 上面で確認した。

20～ 50cm大の扁平や細長い川原石が長軸方向を連結するように配置されている。長さは、3.0

mを波lる 。

本配石列は、野中堂環状列石北西側部分と接続するもので、第17次調査で検出された配石列

と対になるものと判断される。また、同17次検出の配石列の野中堂環状列石と連結する部分も

確認したことから、野中堂環状列石北西部に出入り口施設があることが判明した。

使用される石材は凝灰岩、石英安山岩、石英閃緑扮岩である。

3.焼 土 遺 構 (B4区 )

焼土遺構は調査区北西部中央寄り、及び南東端部に点在している。本調査区では4基が確認

された。

第110号焼土遺構 (第 38図 )

調査区北西部中央寄りH-91グ リッド、Ⅲd'層下面～Ⅲd層上面で確認。焼土範囲は61×

49cmである。
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-H:1802■        ―

Pit751
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鵬
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1鶴‐("YR2/0● IItt ttt●a、 しまる
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PIt6●

1熙 色土(10YR3/2)bll醸 混入、軟弱
2黒掲色土(10YR3/2)地山社少量混入、しまる

1黒褐色土(10YR3/2)地山粒、焼土粒徴量混入、かたくしまる
2黒掲色上(10YS/ )ヽ地山盤 混入、かたくしまる
3黒得色土(1瀬′ヽ )嚇 混な かたくしまる

1ニブイ宙褐旧土(,Ⅵ■/3)地 山粒微量混入、しまる
2黒褐色土(10YR3/2)地山置少甍混入、かたくしまる
3黒掲色土(10YR2/2)tu遇 沙目恨人、しまる

1熱 色L(10YR3/2)鋤 粒働凰勧 ぃかたくしまる
2黒掲色土(10YR3/2)tul粒 少量混入、かたくしまる
3需旧色土(10YRン 2)地山粒夕団比ヽ かたくしまる

1黒撮色土(10YR3/2)増山プロッタせ徴曇混入、しまる
2豪掲色土(10YR3/2)tul粒 数量混入、しまる

1黒福色土(10YR2/2)地山粒徴量混入、かたくしまる
2黒蹴  (1"π /2)鰤 少颯混入、ややしまる
0最褐饉 10YR3/2)地 山粒嚇 、ややしまる

P10“

1黒掲aL(0口υ/31地山粒多量、炭
`ヒ

働少曇混入、かたくしまる
2鷹掲色土(10YR3/2)地山プロックな沙■混入、かたくしまる
3明廣‖雛生嵐10YR7/6Dンラスプロッタ撻郷R廟山圏旧歯しヽ、しまる
4ニブイ雄 色L(lαつレ匂)シ ラスプロッタ影 量、均ユ絶惣凶田貶入、しまる

,黒栂色土(10W/21別崎博u願以、しまる
2幽 1003/2)nllt― 、しまる
a黒褐aL(10YR3/2)ab― 、かたくしまる

:ニブイ贅鶴色土●OYR4/31 ttЩ贈哺

`濯

入、ややしまる
2晟褐色土(10YR3/2)■山はり嘱日

'ぃ

しまる
3最掲Щ 10YR3/2)馴哺鯖燿贈跡ヽ しまる

1黒褐at(loYR3/2)地山粒徴最混入、しまる
2黒褐色土(lαRレ●)地山粒徴螢混入、ややしまる
3黒褐LL(10YR2/2)地山拉微量混入、しまる

1薫器趙 激錮腱度かたくしまる

綺蟄彫盤鏃選“

咤證|::]:′:;洲騒騨驚る

1露堪躙 1重鷺し“
PIm68

1黒掲●■ llttT″ ?)地山プロック粒刺 、ややしまる

2晟掲色土(10YR2/2)増山粒銀 ややしまる

1黒褐色土(10YR2/2)地山tウ闘らヽ、しまる
2黒掲色土(10YR3/2)地山プロック粒多懸 、かたくしまる

1黒褐色土(10YR2/2)触 1粒撤量混入、しまる
2ニブイ黄福色土(10YR4/3)地山プロック載少量混入、しまる

1軸 饉 (ЮYR2/a■lL躙日れ 、ヽしまる
2黒褐色土(10YR3/2)tlLプ ロック粒微量混入、やや軟弱
3黒褐色土(ЮⅥ3/2)地 山粒微量駄 しまる
4黒掲色土(1帆T%/2)地山檀微■混入、軟弱

1黒福at(loYR2/2)WILブ リ,ク t7p■混入、ややしまる
2黒構色土(10YR3/2)地山粒徴量よ かたくしまる
3黒饉 (lW″ /1)地 山湿徴目見ヽ しまる
4黒褐色土(10YR3/2)2」 lプロック妙 螂 ヽやや軟弱

1黒栂色土(10YP/2)b■ 7-、 かたくしまる
2鳳格色t(10m/2)地 山粒微量混入、しまる
3黒褐色土(10YR3/21油山せ少量混入、しまる

1黒褐色土(10YR3/2)地山社少働 ヽ ややしまる
2黒褐色土(10W/2)地山プロック粒少■潮 ぃかたくしまる
0黒褐色土(1●■″2)地山プロック世微量混入、しまる
4辮絶土(10YR2/2)地山泣― 、しまる

B2区柱穴状 ビッ ト断面図 (1)
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Pit709 Pitア 10

H:1806111Pit703

餞

下

Pit716 Pit715 Pit713

-H:1808m

Pit713   Pit715

-H:1808111       -

Pit712
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Plt71n

l黒潟色土(101R2/2)畑 哺鵬鵬韻嵌ヽかたくしまる
2黒色土(10YR2/1)地山せ徴二混入、しまる

‐６
』．

Ｈ
一

Ih辮癬鷺く醸
録靡1薇騨穏じ“
4黒t吐 (10YR2/1)翔鵬島ヽヽしまる

勒蒻 ∬

1晨掲色土(10YR2/2)地山せ、様化枷徹量混入、しまる
2黒褐Щ 10YR2/2)趣 ‖鶴田田防ヽ 、かたくしまる
3ニ ブイ賞褐色土(10YR4/31地山プロック晨 劇ヒ吻微量混入、

ややしまる

1鳳樽E土 (10m2/2)地山粒機國りヽ 、ややしまる       4ニ ブイ黄褐LL(1●■ン3)地山ブ
=ッ
タ妙 量、劇曲 、

2黒褐色土(10YR3/2)地山粒、炭セ枷微臥 しまる                     ややしまる
3到疇色嵐10YR3/2)皿、劇L― 、しまる

4ニ ブイ齢絶量 10YR4/3)地山プロックせ多量混入、ややしまる nt711

■黒褐色土(10YR2/の LJI粒微量混入、かたくしまる       1黒掲0ま 10VR3/2)珀山■、出ヒ物少量混入
o露格色土(10YR2/2)地山饉少翻 ぃややしまる        2黒掲e虫 11YR3/2)nLu舞 、炭化吻少協 ヽ

`熙
LLl10YR2/21岨、出馳 協 ヽ

PIt716

1黒福色土(10YR3/2)地山プロック粒多量屁入、ややしまる    plt714
2■褐色К10YR2/2)蹴崎謗量認ヽしまる        1細 10YR2/211山 範少質訊ぃかたくしまる

3最格色110YR2/2)talt― 、しまる       2晨 触 10YR2/21地山齢菌b、 かたくしまる
4黒色土(10YR2/1)地山プロック」哺口燿人、やや軟弱      3里掲色土(10YR2/2)油山団関臓混入、かたくしまる

4継    (10W/2)力山プロック中 しヽまる
5黒褐色翼10YR2/2)珀山プロック粒少曇屁入、しまる

第31図  B2区柱穴状ピット断面図 131
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第 1表  B4区柱穴状ピットー覧表 (1)
(新 旧関係は旧→新で標記。標記のないものは新旧関係不明 )

( )内 は推定数値

ピット:グ リット

番 号
:

規   模 〈c13)
長径 ×短径 ×深 さ

重複関係  :ピ ット :グ リット 規   模  (c■): 重複関係
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400:P-93:(78)× 70× nl:       :437:N-90:22× 22×   :
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410:0‐ P-92 :41× (38)× 76,_:.._…

…■_……__:_1_1.I_lyttP_9:71×
  ×H3:
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443:N-90:(36)×   × 94 :P444→ 443■ 719
407:O-92:(37)X36× 63:       :444:N-90:(72)×   ×  :P444→ 443
408:0-92:29× (28)×   :       :445:M-90:(30)× 25× (21):
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第 2表  B4区柱穴状ピットー覧表 (2)
(新 旧関係は旧→新で標記。標記のないものは新旧関係不明 )

( )内 は推定数値
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ピッ ト

番 号
グリット 規   模  (cll)

長径×短径×深さ

重複関係 ピッ ト

番 号
グリット 規   模  (clll)

長径×短径×深さ

重複関係

548 L-90 21 × 21 × 26 585 I-90 53 ×    X101

549 L-90 28 X    X 24 586 I-90 28X(22)X 11

550 L-90 25 X     X 37 587 I-90 26 X(26)X 16

551 L-90 18 X    X 15 588 H-91 38)X36X13

552 L-90 (28)X     X 38 589 G-92 25X(17)X

553 L-90 26 X    X 19 590 G-92 27× 20× 26

554 -89～ 90 38 X    X 15 591 G-92 22 X    X 47

555 L-89 28 X    X 16 592 G-92 25× 24X16

556 L-89 21 X    X 76 P557・ 556 593 G-92 27X(21)X20 P735→ 593

557 L-89 X 13 × 21 P557・ 556 594 G-93 (29)X(24)X33 P734→ 594

558 L-89 24× 23X(15) 595 G-92～ 93 30× 26X33

559 L-89 20X(20)X(12) 596 G-93 (33)X  X 81 P596→ 707

560 L-89 18X(17)X(21) 597 G-93 23X19× 28

561 L-89 37X32X19 598 G-93 50 X    X 99

562 L-89 32 X(27)X 599 G-93 (43)X (40)X 47
563 L-90 (26)X   × 25 SK226→ P563 600 G-93 23 X (20)X 12

564 L-90 (20)X  X 21 P617→ 564 601 G-93 (24)X22X27
565 L-90 20 ×     X 10 602 G-93 21X(19)X 12

566 K-89 28 X    X 25 603 F～G-93 24X23X36

567 K-90 40 X     X 22 604 F～ G-93 23 X 22 X 16

568 K-90 26 X     X 10 605 F‐・G-93 (46)×   × 121 P606→ 605

569 K-89 (58)X 34 X 97 606 G-93 82 ×    X121 P606→ 605

570 K～ L-89 43 X(38)X 40 607 F-94 25 × 25 × 64

571 K-90 26 X    X 16 608 F-94 36 X    X 66

572 K-89 43 X    X 10 P572・541 609 E-93 (81)X(76)X102
573 K-89 30 X     X 43 P705■ 573 610 G-94 (53)X (37)X 58 SK238・P610

574 K-90 32X18X15 611 F-94 34 X    X 83

575 K-90 23 X(20)X 20 612 G-93 18 X(17)X 10

576 K-90 21X〈 17)X 9 613 G-94 (29)X (28)X 25
577 K-90 27X24X17 614 F-94 X    X  9

578 J-89～90 20 X(19)X 615 H-91 (23)X (21)X

579 」-90 20 X 19 X 616 L-90 16 X     X ll

580 」-90 21X(18)X 617 L-90 (21)X  X 20 P617・ 564

581 J-90 (27)X(26)X  9 618 L-90 22 X     ×   6

582 I-90 (39)X(30)X40 619 L-90 28 X    X 13

583 I～」-90 (61)X  X 98 620 L-89 (28)X 22 X 10
584 G-92 (100)× (86)× 148 P584・ SK256 621 L-89 (29)X 24 X 12

第 3表  B4区柱穴状ピットー覧表 (3)
(新 旧関係は旧→新で標記。標記のないものは新旧関係不明)

( )は推定数値
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L-89 22 X     X 14 P623-・622 659 欠  番

623 L-89 18 X    X 14 P623‐622 660 G-91 24 X (23)X P661・ 660

624 L-89 38 X     X 34 661 G-9 X(20)X 48 P661‐ 660

625 L-89 17 X    X 22 662 G-9 24)X22X18 P662・ 664

626 L-89～ 90 28 X    X 16 663 G-9 21)X(17)X P663→ 664

627 L-90 (21)X  X 6 P627・628 664 G-9 29)X(23)X P662・ 663→664

628 L-89～ 90 (19)X  X 6 P627→ 628→ SK255 665 C-90～ 91 32)X25X

629 L-90 (20)X    X 22 666 G-91 (32)X25X
630 欠  番 667 G-91 39)X34X

631 L-90 15 X 14 X  8 668 G-91 (23)X(18)X25
632 M-90 29 X     X 20 669 G-91 (28)X     X(43) P733・ 669→672

633 M-90 (16)×     X (27) P633→743 670 G-91 (29)X24X41
634 M-90 (22)X 18 X P634→ 487 671 G-91～ 92 (32)X 32X59
635 M-90 33X29X42 672 G-91～ 92 ×   × 95 P669・672
636 L-90 22 X  X(26) 673 G-91 (16)×  15×  10

637 M-89 (25)X  X 27 P476→ 637 674 G-91 (23)× 21× 21

638 N-91 16 X(14)X 675 G-91～ 92 (27)× (23)× 21 P676・ 675
639 O-91 (20)X 18 X 676 G-91～ 92 (19)× (17)× 18 P676・ 675
640 0-91 23 X     X 677 G-92 25× 23× 54

641 O-91 20 X 18 X 678 G-91 28× (26)×

642 P-91 (65)X  X 33 679 G-91 (44)×  35 × 37

643 P-92 (24)X 19 X ll 680 0-92～ 93 (33)× 32× 42

644 P-92 X15X10 681 G-91 30× (29)× 26 P681→ 731

645 P-92 21 X 17 × 682 F-94 × 12 ×

646 ○-93 (19)X  X 20 P646・ 647 683 F-94 ×(21)× 31

647 0-93 (22)X(22)X 14 P646→647 684 E-93 (28)× 22× 23

648 K-98 14 X 22 X  7 685 E-93 21× 19×

649 K-100 (22)X 20 X 23 686 E-93 (48)× 47× 80

650 K-99 (32)X 29 X 73 687 E-93 21× 20×

651 K-99 18X(17)X 688 E-93 × 27× 13

652 K-99 14X12X14 689 E-93 28× 23× 17 P690■ 689

653 K-100 22 X 16 X 690 E-93 ×    × 12 P690・ 689

654 K-100 18X(16)X 691 F-93 58×   × 90

655 K-100 15 X(14)X 692 F-93 (57)× 52× 48

656 H-91 693 F-93 (57)×   × 82 P704→ 698→694

657 G-91 (17)X 14X 694 F-93 (37)× (33)×  49 P694→692

658 G-91 (24)X 23 × 21 695 F-98 (33)×    × 40

第 4表  B4区柱穴状ピットー覧表 (4)
(新 旧関係は旧→新で標記。標記のないものは新旧関係不明 )

( )は推定数値
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ピット

番 号
グリット 規   模  (cl l)

長径×短径×深さ

重複関係 ビッ ト

番 号
グリット 規   模  (cln)

長径 ×短径 ×深 さ

重機関係

696 F-93 23×   × 39 734 G-93 (15)×   × 25 P734・ 594

697 F-93 23 × (22)×  25 735 H-92～ 93 24×   × 19 P735→ 593

698 E-93 24 ×118 736 L-90 10 ×    ×

699 E-93 21× 19× 737 L-90 13)×   ×(12) 737‐・491

700 E-93 29)×  25 × 58 738 L～M-90 20)×    × (28) P738‐ 489

701 E-98 20)×  19× 739 M-89 20)×    × 35 P473‐ 739・474

702 E-93 32 ×    × 44 740 M-89 ×

703 E-93 (36)× (30)X17 741 M-90 × (30)×  29

704 F-93 P704■ 693 742 N-90～ 91 14 ×    × P742→ 433

705 K-89 38×   × 15 P705→573 743 M-90 ×   × (91) P633・ 743→586

706 F-93 (30)× (28)× 23 P706■ SK252 744 O-90 22× (19)× SK220‐・P744

707 G-93 (31)× (17)× 81 P596→ 707 745 N-91 18× 14×

708 F-91 (37)×  34 × 46 746 N-91 × 12×

709 F-91 27× (22)×  17 747 N-91 × 10×

7 F-91 16 × 8)× 13 748 O-91 (37)× 34× P500→748■503

7 1 F-90 (29)× 26)× SKF232→ P711 749 P-92 (36)×    × P749■ SKF202

7 2 F-91～ 92 (56)× 54)× H5 P712→ SK260 750 0～ P-92 21× (20)×

7 3 F-91 (68)× (60)× 90 751 0-92～ 93 30×   × 43

7 4 F-91 (32)× 29× 27 752 K-98 17× (13)× P507‐・752

7 5 F-91 (47)× 42X99 753 K-98 15× (12)× P508・ 510・ 753

6 F-91 31× 30× 46 754 K-99 (14)× (11)× (9) P754→ 511

7 7 H-91 (19)× (17)× 29 SK242→ P717 755 K-99
718 N-90 (31)×   × 49 P499→ 718 756 K-99

719 N-90 (45)× (31)× (72) P444→ 719 757 K-100

720 N-89 32×   × 32 758 K-100 (17)×   × P526→ 758

721 P721→ 458 759 K-100 29 × (22)×

722 N-89 × 13× 760 K-100 20× (20)×

723 N-90 16× (16)× 761 K― 12 X ll×

724 0-90 (25)×  22 × 21 762 K― (23)×    × 19 P762・ 534

725 G-92 23×   × 23 SK263→ P725 763 0-92 ×  × (34)

726 K-98～ 99 21×   × 20 P726・ 509 764 O-91 18×   × 19

727 K-99 (26)× (21)× 28 P727-・SK240 765 G-93 (15)X(13)×

728 K-99 (23)×   × 63 P728→513 766 N-90 11 ×    × 15 P439→ 766

729 G-94 ×    × 13 767 G-92 22× 20×

730 F-93 (11)×   × (8) 768 ○-92 (23)× (21)X33 P420→ 768

731 G-91 31× (23)× P681→ 731 769 OT92 (13)× (11)×

732 G-91 18× 17× 770 K-100 (11)× 10X17 P532→ 770

733 G-91 12×    × (43) P733→ 669

第 5表  B4区柱穴状ピットー覧表 (5)
(新 旧関係は旧→新で標記。標記のないものは新旧関係不明 )

( )内は推定数値
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Ⅲb

Pit650

第32図  B4区柱穴状ビット出土土器、出土状実測図

1

第33図 B4区柱穴状ピット出土遺物実測図

o                   5cm

―-53-―



楊‖寺
10

魏

×l

ｎ
Ｈ
‐‐
園

６

円

い

５

Ａ

＝

１１

炒響
Ｍ

Ｈ

‐７

伊
Ａ
ｊ‐
刀
υ
‐６

れ
一

Ｈ
Ｈ

４
讐

ヘ
ハ
＝
ソ
３
魏颯Ｈ川

Ｖ
２

饂
＝

用

１嶽秦一
餞
い
い
い

９

一ｍ

ノ

２５

円
＝
い

ぉ

Ｈ
‐‐
椰

７
え
辞

義 Q
15朦躙ヅ評‖

13

り 1
19

飩

乙ン1
41

聰
＝
＝
＝
＝
Ⅳ
竺
″

】
――
―‐
Ｈ
口
４０

〈淋碑軸警Ｗ゙
　
椰『「“‘螂卿呻「神

晰
”
“
”
晰
¨
山
“
６
”

ｍ曰
＝
Ｉ
Ｗ
　　”
″
”
¨
“
”
”
０
”
”

〔鰤̈
　　　̈̈
¨̈̈
¨̈̈
¨̈

Ｍ
Ｈ
Ｈ
＝
３８

ｈ
Ｈ
馴
２０黎

′
〃
‐―
‐ヽ
リ
シ

肖
ば
＝
＝
り
３‐

轟

椰

＝
Ｈ
＝
＝

３́７

・ｍ熱
一

図

劾
御
４２
　
劉

川
＝
＝
“
２４

ｈ
Ｈ
＝
―‐
＝

２８

Ｈ
＝
＝
＝
＝

３０

％
摯ゆ響

‐̀
'こ

ち11,た

鯰

野

B4区柱穴状 ピッ ト出土土器拓影図 (1)

一-54-―

＝
＝
月
″
７

８

】
＝
＝
月
り
３５

麒 ‖
ｎ
＝
―‐
、
３３

淵
ム
機



ロ
ー‐
Ｈ
Ｈ
＝
＝
″

４８

切
Ｌ
Ｈ
＝
Ｈ
咽

４６

ざ問
増

４４〕げ

籠
Ｈ
＝
＝
月
句

５４

ρ

〃

Ｈ

５９５

，轟ヂ難
一

ｎ
ｌｌ
＝
＝
＝
月
ν
６５

蓼袢

彎 〃
45

く( kl y “
月
噌
５３

　

（
‐Ｖ
ｂ
γ

５８

陶
＝
Ｈ
層

６３

61

″
″
Ｈ
＝
り

５６

Ｒ
『

７２

　

ｈ
＝
＝
Ｈ
り

７７

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

０ｃｍ

角
〃
‐Ｉ
Ｈ
Ц
∞

　

∩
――
＝
＝
――
＝

７４

摯鼈
＝
Ｈ
ＩＩ
ＩＩ
＝
Ц

７３

島
孵

Ａ
＝
＝
―‐
鴫

７８

亥
７

付‖
57

轟I轟
メ■=L■

魏

範‖4
62

診闘

第35図 B4区柱穴状ビット出土土器拓影図(a

―-55-

竃詈甘‖



猫

鱚 l

`彎 /雌86
摯

籠嚢藝基‖
97

白
＝
刷

８７

』
―
＾
‐
『
８４

１

９３

亀
Ｒ
ぃ
ぃ

９２

義
デ

＝
＝
Ｈ
曰
９‐

ｈ
ｌ‐
＝
Ⅳ
Ｈ

８９

ふ
響

嗣
日
胴
Ｉ
‐０２

ん
―Ｉ
Ｈ
国

‐０５

′
＝
＝
＝
り

０４

中
Ｖ

＝
―‐
―‐
＝
町

１０３

儡

Ｈ

目

８５

　

Ｈ

Ｈ

炉

９０

燿

、

〈
鶉

β

８８

＝

＝

＝

９９

「
ぶ籠

Ｍ
Ｉ‐
＝
Ｐ
９８

辣

導翼盈

脚
―Ｉ
Ｈ
‐００

撃
ヽ

島 l

鶴 ‖
101

恣蒻了切f
107

壷 響

ι朝胤醸壽ダ″
109

Ｒ
同
月
り

‐１０

Pit572・ -84、 85

Pit583-・ 86

Pit591-・ 87

Pit599・・・88、 89

Pit600-・ 90

Pit602 ・̈91

Pit606・ 9̈2、 93

Pit610¨。94

Pit611-・95、 96

Pit619 ・̈97

Pit627・ ″・98

Pit636・ 9̈9、 100

Pit642・・・101、  102、 104-108

Pit640 ・̈103

Pit650 ・̈109、 110

Pit722 ・̈111

第36図  B4区柱穴状 ビット出土土器拓影図侶)

―-56-―

10cm



S

⑦

年-05

・ G-95

Q

影

-94

列
　
　
　
　
　
　
　
％
ｋ
珈

魚
羮
漑
聯
國
尤

石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４

配
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
ヽ
」
い
い
ぃ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９一

口万Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｔ

枷
能
ゝ
な

Dσ
0

（じ『　私六げゞ
　　麹

B4区第 200号配石列実測図

―-57-―

2m



⑦ ⑦
⑤ ⑦

SX(f)111

第38図 B4区焼土遺構実測図

第111号焼土遺構 (第 38図 )

調査区南東端部のO-92グ リッド、Ⅲd'層下面～Ⅲd層上面で確認。

である。

第112号焼土遺構 (第38図 )

調査区南東端部のO-93グ リッド、Ⅲd'層 下面～Ⅲd層上面で確認。

である。

第113号焼土遺構 (第 38図 )

調査区南東端部のP-93グ リッド、Ⅲd'層 下面～Ⅲd層 上面で確認。

である。

0        1m

焼土範囲は60× 38cm

焼土範囲は70× 36cm

焼土範囲は64× 54cm

(松 田)

4.土  坑

①  Tビット

第115号 Tビット (第38図 )

調査区北西部中央寄りのH-90グ リッドに位置し、

Ⅲd'層 上面で確認した。本遺構の西側半部は第17

次調査にて既に確認されているが、野中堂環状列石

フェンス、及びその盛り土のために未掘となってい

た東側半部について、本年度調査により再確認した

部分である。しかしながら、本年度調査では、平面

プランにて遺構の位置を確認するにとどめ、遺構東

側端部までを検出するに至らなかった。このため、

遺構全体としての長軸、短軸及び深さについての規

模を確認する事は出来なかった。

構築時期については、第17次調査の結果に準じ、

SX(f)ilo SX(f)113

SX(f)112

SK(T)115
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縄文時代後期前葉であると思われる。

② 土  坑

第200号土坑 (第40図、第42図 )

調査区南東部の P-93グ リッドに位置し、 Ⅲd'層 下面～Ⅲd層上面で確認 した。平面形

は長軸87cm× 短軸79cm(推定値)のやや正円に近い楕円形で、確認面からの深さは31o■ を測る。

底面は鍋底状になり、地山面まで掘り込まれている。確認された片方の壁はやや垂直に立ち上

がっている。堆積土は 1ブロックで、人為堆積である。

遺構内より、縄文時代後期前葉の土器破片10点、剥片 1点が出土した。

構築時期は、出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第201号土坑 (第40図 )

調査区南東端部のO-93グ リッドに位置し、Ⅳ層下面で確認した。平面形は長軸45tm× 短軸

42cm(推定値)のやや正円に近い楕円形で、平面プランのみの確認の為、深さ、断面の形状に

ついては不明である。

構築時期は、周辺出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第204号土坑 (第40図、第42図 )

調査区南東部のP-91グ リッドに位置し、Ⅳ層下面～V層上面で確認したが、基本層序断面

より本来の構築面はⅣ層上面である。平面形は長軸100cm× 短軸84cm(推定値)の楕円形で、

深さ40cmを測る。底面はやや平坦で、地山面まで掘 り込まれ、しまっている。壁は、底面から

やや外反しながら立ち上がる。堆積土は 2プロックに区分され、人為堆積と考えられる。

遺構内より、縄文時代後期前葉の土器破片61点、景l片 2点が出土した。

構築時期は、出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第205号土坑 (第40図、第42図 )

調査区南東部のO-91グ リッドに位置し、V層上面で確認したが、基本層序断面より本来の

構築面はⅣ層上面である。平面形は長軸88cm× 短軸71cm(推定値)の楕円形で、深さ44cmを測

る。底面はやや平坦で、壁は地山面まで掘 り込まれ、しまっていて、底面からやや丸みをおび

た鍋底状に、かるく内反しながら立ち上がる。堆積土は 9ブロックに区分され、人為堆積と考

えられる。

遺構内より、縄文時代後期前葉の土器破片 3点が出土した。

構築時期は、出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第206号土坑 (第40図、第42図 )

調査区南東部のP-91グ リッドに位置し、V層上面で確認したが、基本層序断面より本来の
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構築面はⅢd層上面である。平面形は長軸60cm× 短軸50cm(推定値)の楕円形で、深さ35cmを

測る。底面は平坦で、地山面まで掘 り込まれ、しまっている。壁は、底面から緩やかにやや外

反しながら立ち上がる。堆積土は 1ブロックで、人為堆積と考えられる。土坑中央部上面に長

さ約48cm、 幅約18cmの 川原石がやや傾斜して横たわつている。石材は石英閃緑扮岩である。

遺構内より、縄文時代後期前葉の土器破片 6点が出土している。

構築時期は、出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第207号土坑 (第 40図 )

調査区南東部の 0-90～ 91グ リッドに位置し、V層上面で確認した。平面形は長軸96cm× 短

軸90cm(推定値)のやや歪な円形で、確認面からの深さは37cmを 測る。底面は平坦で、壁は底

面から鍋底状を形取りながら垂直に立ち上がる。掘 り込みは地山面まで達している。堆積土は

6ブロックに区分され、人為堆積と考えられる。

遺構内より、遺物は出土しなかった。

構築時期は、周辺出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第208号土坑 (第 41図 )

調査区南東部のN-90～ 91グ リッドに位置し、Ⅳ層下面で確認したが、基本層序断面から本

来の構築面はⅣ層上面である。平面形は長軸89cm× 短軸85cm(推定値)のやや歪な円形で、深

さ46cmを 波1る 。底面は鍋底状で、地山まで掘 り込まれ、しまっている。壁は、底面から外反し

ながらやや垂直に立ち上がる。堆積土は 3ブロックに区分され、人為堆積と考えられる。

遺構内より、遺物は出土しなかった。

構築時期は、周辺出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第210号土坑 (第 40図、第42図 )

調査区南東部のN-90グ リッドに位置し、V層上面で確認した。第219号土坑と重複し、本

遺構が新しい。平面形は長軸56cm× 短軸49cm(推定値)のやや歪な円形で、確認面からの深さ

は13cmを 測る。底面はなめらかに傾斜し、地山まで掘り込まれ、しまっている。壁は、底面か

ら緩やかに立ち上がる。堆積土は 3ブロックに区分され、人為堆積と考えられる。

遺構内より、縄文時代後期前葉の土器破片 8点が出土した。

構築時期は、出土遺物よ。り縄文時代後期と判断される。

第211号土坑 (第40図、第42図 )

調査区南東部のN-90グ リッドに位置し、V層上面で確認した。第254号土坑、ビット723と

重複し、第254号土坑よりも新しくビット723よ りも古い。また、本遺構の南東側端部はビット

454号 とも重複しており、本遺構が古い。さらに本遺構のほぼ全体は第219号土坑と重複してお

り、本遺構が新しい。平面形は長軸202cm×短軸82cm(推定値)のやや細長 く歪な楕円形で、
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確認面からの深さは45cmを 測る。短軸方向からみる底面の形状は鍋底状で、地山まで掘り込ま

れ、しまっている。壁は、底面からやや外反しながら立ち上がる。確認される堆積土は6プロッ

クに区分され、人為堆積と考えられる。

遺構内より縄文時代後期前葉の土器破片が21点が出土している。

構築時期は、出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第212号土坑 (第40図、第42図、第44図、第45図 )

調査区南東部のN-90グリッドに位置し、V層 上面で確認した。ビット441と 重複し、本遺

構が古い。平面形は長軸141cm× 短軸88cm(推定値)の楕円形で、確認面からの深さは37cmを

測る。底面はやや鍋底状で、地山まで掘り込まれ、しまっている。壁は、底面からやや垂直に

立ち上がる。堆積土は8ブロツクに区分され、人為堆積と考えられる。遺構上面には無文(Jと

RL縄文(2)を地文とする深鉢が横たわるように置かれていた。 2は復元可能であったが、破損

が著しく復元を断念した。 1は、無文の深鉢で、日縁部径28.4cm、 底径13.2cm、 高さ34.8clnの

大きさで、焼成は良好で、にぶい褐色を呈する。

その他、遺構内より縄文時代後期前葉の土器破片が73点、剥片 4点、土器片利用土製品 1点

が出土している。構築時期は、出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第213号土坑 (第40図 )

調査区南東部のN-90グ リッドに位置し、V層上面で確認したが、基本層序断面より本来の

構築面はⅣ層上面である。平面形は長軸57cm× 短軸53cm(推定値)の円形で、深さ30cmを 測る。

底面は南側にやや傾斜しており、地山まで掘り込まれ、しまっている。壁は、底面からやや膨

らみながら緩やかに立ち上がる。堆積土は 1ブロックで、人為堆積と考えられる。

遺構内より、遺物は出土しなかった。

構築時期は、周辺出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第215号土坑 (第41図、第42図 )

調査区南東部のM-90グ リッドに位置し、Ⅳ層下面～V層上面で確認した。ビット481,741,

479と重複しており、本遺構がいずれよりも古い。平面形は長軸120cm× 短軸88cm(推定値)の

楕円形で、確認面からの深さは12cmを 測る。底面は平坦で、地山まで掘り込まれ、しまってい

る。壁は、底面からやや垂直に立ち上がる。堆積土は2プロックで、人為堆積と考えられる。

遺構内より、縄文時代後期前葉の土器破片 7点、最1片 5点が出土している。

構築時期は、出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第216号土坑 (第40図、第42図 )

調査区南東部のM-90グ リッドに位置し、V層上面で確認した。ビット445と 重複し、本遺

構が古い。また本遺構の南側はビット451と も重複しており、本遺構が新しい。平面形は長軸
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97cln×短軸93cm(推定値)のやや歪な円形で、確認面からの深さは41cmを 測る。底面はやや平

坦で、地山まで掘り込まれ、しまっている。壁は、底面から外反しながら、やや垂直に立ち上

がる。堆積土は 2ブロックに区分され、人為堆積である。

遺構内より、縄文時代後期前葉の土器破片 1点、剥片 1点が出土した。

構築時期は、出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第217号土坑 (第41図、第42図、第43図、第45図 )

調査区南東部のM-90グ リッドに位置し、V層上面で確認したが、基本層序断面より本来の

構築面はⅣ層上面である。平面形は長軸71cm× 短軸67cm(推定値)のやや歪な円形で、深さ30

cmを測る。底面は鍋底状で、地山まで掘り込まれ、しまっている。壁は、底面から緩やかに立

ち上がる。堆積土は3ブロックに区分され、人為堆積である。

遺構内より、縄文時代後期前葉の土器破片10点、磨石 (石材は石英安山岩)1点が出土した。

構築時期は、出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第218号土坑 (第41図、第43図 )

調査区南東部のM～ N-90グ リッドに位置し、V層上面で確認した。ビット634,487と 重複

し、本遺構がいずれよりも新しい。平面形は長軸65cm× 短軸61cm(推定値)の円形で、確認面

からの深さは30clnを 測るも底面は鍋底状で、地山まで掘り込まれ、しまっている。壁は、底面

からやや垂直に立ち上がる。堆積土は2プロックに区分され、人為堆積と考えられる。

遺構内より、縄文時代後期前葉の土器破片 9点、剥片 2点が出土した。

構築時期は、出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第219号土坑 (第40図、第43図 )

調査区南東部のN-90グ リッドに位置し、V層上面で確認した。第210,211,253,254,259

号土坑、及びビツト431,433,434,441,454,455,723と 重複し、いずれよりも古い。平面

形は長軸256cm× 短軸210cm(推定値)の楕円形で、確認面からの深さは8 cmを測る。底面はや

や平坦で、地山まで掘り込まれ、しまっている。壁は、底面から緩やかに立ち上がる。堆積土

は 1ブロックで、人為堆積と考えられる。

遺構内より、縄文時代後期前葉の土器破片32点、剥片 2点が出土した。

構築時期は、出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第220号土坑 (第48図 )

調査区南東部のO-90グリッドに位置し、V層 上面で確認した。ビット744と 重複し本遺構

が古い。平面形は長軸88cm× 短軸70cm(推定値)の楕円形で、確認面からの深さは17cmを測る。

底面はやや平坦で、地山まで掘り込まれ、しまっている。壁は、底面より緩やかに立ち上がる。

堆積土は 1プロックで、人為堆積であると考えられる。
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遺構内より、遺物は出土しなかった。

構築時期は、周辺出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第222号土坑 (第41図 )

調査区南東部のL-90グ リッドに位置し、V層上面で確認した。平面形は長軸49cln× 短軸48

cm(推定値)の円形で、確認面からの深さは13cmを測る。底面は平坦で、地山まで掘り込まれ、

しまっている。壁は、底面からほぼ垂直に立ち上がる。堆積土は 1ブロックで、人為堆積であ

る。

遺構内より、縄文時代後期前葉の土器破片 2点が出土した。

構築時期は、出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第226号土坑 (第41図 )

調査区南東部のL-90グ リッドに位置し、Ⅲd'層上～中面で確認した。ビット563と重複し

本遺構が古い。平面形は長軸80cm× 短軸60cm(推定値)の楕円形で、確認面からの深さは37帥

を涸1る。底面はやや平坦な鍋底状で、地山まで掘り込まれ、しまっている。壁は、底面からゃ

や垂直に立ち上がる。堆積土は3ブロックで、人為堆積である。

遺構内より、遺物は出土しなかった。

構築時期は、周辺出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第233号土坑 (第48図 )

本遺構はB2区の追調査でみつかったものである。G-91グ リッドに位置し、V層上面で確

認した。ビット663,664と 重複し、本遺構がいずれよりも古い。平面形は長軸70cm× 短軸67cm

(推定値)の円形で、確認面からの深さは15cmを 測る。底面はやや平坦で、地山まで掘り込ま

れ、しまっている。壁は、底面から緩やかに立ち上がる。堆積土は 1ブロックで、人為堆積で

ある。

遺構内より、縄文時代後期前葉の土器破片 4点が出土した。

構築時期は、出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第234号土坑 (第47図、第43図 )

調査区北部のG-92グ リッドに位置し、V層上面で確認した。第236号 フラスコ状土坑と重

複しているが、本遺構との新旧関係は判別出来なかった。平面形は長軸55cln×短軸44cnl(推定

値)の楕円形で、確認面からの深さは13cnlを測る。底面はやや傾斜した鍋底状で、地山まで掘

り込まれ、しまっている。壁は、底面からやや垂直に外反しながら立ち上がる。堆積土は 1ブ

ロックで、人為堆積である。

遺構内より、縄文時代後期前葉の土器破片 3点が出土した。

構築時期は、出土遺物より縄文時代後期と判断される。
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第235号土坑 (第41図、第43図 )

調査区北部のG-92グ リッドに位置し、V層上面で確認したが、基本層序断面より本来の構

築面はⅣ層上面である。本遺構の内側にビット767が重複しているが、新旧関係については判

別出来なかった。平面形は長軸122cm× 短軸80cln(推 定値)の楕円形で、深さ19cmを 測る。底

面はやや凹凸のある鍋底状で、地山まで掘り込まれ、しまっている。壁は、底面からやや外反

しながら立ち上がる。堆積土は 1プロックで、人為堆積である。

遺構内より、縄文時代後期前葉の土器破片 7点が出土した。

構築時期は、出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第238号土坑 (第41図、第43図 )

調査区北部のG-93～ 94グリッドに位置し、Ⅲd'下層～Ⅳ層上面で確認した。第239号土坑、

ビツト610と 重複し、第239号土坑よりも新しく、ビット610よ り古い。平面形は長軸84cm× 短

軸76cm(推定値)の楕円形で、確認面からの深さは33cmを 測る。底面はやや平坦で、地山まで

掘り込まれ、しまっている。壁の立ち上がり形状については判別出来なかった。堆積土は2ブ

ロツクに区分され、人為堆積である。

遺構内より、縄文時代後期前葉の土器破片 8点が出土した。

構築時期は、出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第239号土坑 (第41図、第43図、第45図 )

調査区北部のG-94グ リッドに位置し、Ⅲd'下層～Ⅳ層上面で確認した。第238号土坑と重

複し、本遺構が古い。平面形は長軸75cm× 短軸64cm(推定値)の楕円形で、確認面からの深さ

は49cmを測る。底面はやや平坦な鍋底状で、地山まで掘り込まれ、しまっている。壁は、底面

から内側にしぼむように立ち上がる。遺構の中央部には15～ 20cm程の川原石が、北東―南西方

向に3個、直線状に置かれている。堆積土は 1プロックで、人為堆積である。

遺構内より、縄文時代後期前葉の土器破片28点、敲石 1点 (石材は石英閃緑聡岩)、 石鏃 1

点 (石材は硬質頁岩)が出土した。

構築時期は、出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第240号土坑 (第41図、第43図 )

調査区北東 トレンチ部のK-99グ リッドに位置し、V層上面にて確認したが、本来の構築面

は、基本層序断面からⅢd'層 上面である。ビット727と 重複し、本遺構が新しい。平面形は長

軸66cm× 短軸56cm(推定値)のやや歪な円形で、深さ33cmを 測る。底面はやや平坦な鍋底状で、

地山まで掘り込まれ、しまっている。壁は、底面から外反しながらやや垂直に立ち上がる。堆

積土は5プロックに区分され、人為堆積である。

遺構内より、縄文時代後期前葉の土器破片16点が出土した。
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構築時期は、出土遺物より縄文時代後期と半J断される。

第242号土坑 (第41図 )

調査区北西中央部のH-91グリッドに位置し、V層上面で確認したが、基本層序断面より本

来の構築面はⅣ層下面である。ビット717と 重複し、本遺構が古い。平面形は長軸64cm× 短軸

36cmの楕円形で、確認面からの深さは13clnを浪lる 。底面は鍋底状で、地山まで掘 り込まれ、し

まっている。壁は、底面から外反しながら立ち上がる。堆積土は 1プロックで、人為堆積であ

る。

遺構内より、遺物は出土しなかった。

構築時期は、周辺出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第244号土坑 (第41図、第43図 )

調査区中央部の」-90グ リッドに位置し、Ⅳ層下面で確認したが、基本層序断面より本来の

構築面はⅣ層上面である。平面形は長軸98cm× 短軸70cm(推定値)の楕円形で、深さ18cmを 測

る。底面は平坦で、地山まで掘 り込まれ、しまっている。壁は、底面からやや垂直に立ち上が

り。堆積土は 1プロックで、人為堆積である。

遺構内より、縄文時代後期前葉の土器破片 6点が出土した。

構築時期は、出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第245号土坑 (第41図、第43図 )

調査区中央部の」-89グ リッドに位置し、構築面は基本層序断面より、Ⅳ層上面である。本

遺構の平面形については、遺構全体の約 1/4程 しか発掘しておらず、その規模を確定するに

は至らなかった。深さについては22clnを測ると思われる。判明している部分の底面については、

やや平坦で、地山まで掘 り込まれ、しまっている。壁は、底面からやや外反しながら立ち上が

る。堆積土は 1プロックで、人為堆積と思われる。

遺構内より、縄文時代後期前葉の土器破片 3点が出土した。

構築時期は、出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第246号土坑 (第41図 )

調査区南東部のN-90～ 91グ リッドに位置し、Ⅳ層上面で確認したが、基本層序断面より本

来の構築面もⅣ層上面である。

平面形は長軸50cm× 短軸49cm(推定値)の円形で、深さ12cmを 測る。底面は鍋底状で、地山ま

で掘 り込まれ、しまっている。壁は、底面からやや垂直に立ち上がる。堆積土は 1ブロックで、

人為堆積である。

遺構内より、遺物は出土しなかった。

構築時期は、周辺出土遺物より縄文時代後期と判断される。
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第247号土坑 (第41図 )

調査区南東部のO-91グ リッドに位置し、Ⅳ層上面で確認したが、基本層序断面より本来の

構築面もⅣ層上面である。平面形は長軸50cm× 短軸40cm(推定値)の楕円形で、深さ20cmを 測

る。底面はやや平坦で、地山まで掘 り込まれ、しまっている。壁は、底面からやや垂直に立ち

上がる。堆積土は 1ブロックに区分され、人為堆積である。

遺構内より、遺物は出土しなかった。

構築時期は、周辺出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第253号土坑 (第40図、第43図 )

調査区南東部のN-90グ リッドに位置し、V層上面で確認した。第219,259号土坑、及び、

ビット433と 重複し、第219号土坑より新しく、第259号土坑、ビット433よ りも古い。平面形は

長軸80cm× 短軸60cm(推定値)の楕円形で、確認面からの深さは34cmを 測る。底面はやや凸の

ある鍋底状で、地山まで掘 り込まれ、しまりがある。壁は、底面から外反しながら立ち上がる。

堆積土は 2プロックに区分され、人為堆積である。

遺構内より、縄文時代後期前葉の土器破片10点、剥片 1点が出土した。

構築時期は、出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第254号土坑 (第40図 )

調査区南東部のN-90グ リッドに位置し、V層上面で確認した。第211、 219号土坑と重複し、

第211号土坑よりも本遺構が古い。第219号土坑との新1日関係については不明である。平面プラ

ンのみにての確認にとどめたため、断面形状等に関わる各種寸法については記録していない。

平面形は長軸30cm× 短軸20cln(推 定値)の楕円形であると思われる。

構築時期は、周辺出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第255号土坑 (第41図、第43図 )

調査区中央部南東寄りのL,M-89～ 90グ リッドに位置し、Ⅳ層上面で確認したが、基本層

序断面より、本来の構築面はⅢd'層 中面である。ピット628と 重複し、本遺構が新しい。平面

形は長軸92cm× 短軸64cm(推定値)の楕円形で、深さは27cmを 浪1る 。底面は鍋底状で、地山ま

で掘 り込まれ、しまりがある。壁は、底面から緩やかに立ち上がる。確認される堆積土は 3ブ

ロックに区分され、人為堆積である。遺構内には15～ 20cm程の大きさの川原石が数個埋まって

いた。

遺構内より、縄文時代後期前葉の土器破片10点が出土した。

構築時期は、出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第256号土坑 (第41図、第43図 )

調査区北部G-92グ リッドに位置し、Ⅲd'層中面で確認した。ビット584と 重複し、本遺構
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が新しい。平面形は長軸H2cm× 短軸65cm(推定値)の楕円形で、確認面からの深さは38cmを

測る。底面は鍋底状で、地山まで掘り込まれ、しまっている。壁は、底面から緩やかな弧を描

くように立ち上がる。堆積土は2プロックに区分され、人為堆積である。遺構内には長さ48cm、

幅18cm程の大きさの川原石が石の東端部を露出し、底部を西に向け傾斜するように、遺構内に

沈み込んでいる。

遺構内より、縄文時代後期前葉の土器破片14点、剥片 1点が出土した。

構築時期は、出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第258号土坑 (第41図 )

調査区南東部のN-90グ リッドに位置し、V層上面で確認した。平面形は長軸53cm× 短軸35

cm(推定値)の楕円形で、確認面からの深さは13cmを 測る。底面は鍋底状で、地山まで掘り込

まれ、しまっている。壁は、底面からやや垂直に立ち上がる。堆積土は2ブロックに区分され、

人為堆積である。

遺構内より、遺物は出土しなかった。

構築時期は、周辺出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第259号土坑 (第40図、第43図 )

調査区南東部中央寄りのN-90グ リッドに位置し、V層上面で確認した。第219,253号土坑

と重複し、本遺構はいずれより新しい。またビット433,434と も重複しており、これらに関し

てはいずれよりも古い。平面形は長軸HOcm× 短軸70(推定値)cmの楕円形で、確認面からの

深さは13cmを 測る。底面は平坦で、地山まで掘り込まれ、しまっている。壁は、底面からやや

垂直に立ち上がる。堆積土は 1プロックで、人為堆積である。

遺構内より、剥片 1点が出土した。

構築時期は、周辺出土遺物より縄文時代後期と半1断される。

第263号土坑 (第41図 )

調査区北部のG-92グ リッドに位置し、Ⅳ層下面で確認したが、基本層序断面より本来の構

築面はⅣ層上面であると思われる。ビット725と 重複し、本遺構が古い。平面形は長軸49cm×

短軸40cm(推定値)の楕円形で、深さ17cmを 測る。底面はやや平坦で、しまっている。壁は、

底面からやや垂直に立ち上がる。

遺構内より、遺物は出土しなかった。

構築時期は、周辺出土遺物より縄文時代後期と半1断される。

第260号土坑 (第41図 )

本遺構はB2区の追調査でみつかったものである。F-91～ 92グ リッドに位置し、Ⅲd'層下

面で確認した。ビット712と 重複し、本遺構が新しい。平面形は長軸61cm× 短軸49cm(推定値)
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の楕円形で、確認面からの深さは23cnlを 波1る 。底面は鍋底状で、地山まで掘り込まれ、しまっ

ている。壁は、底面からやや垂直に立ち上がる。堆積土は 1プロックで、人為堆積である。

遺構内より、遺物は出土しなかった。

構築時期は、周辺出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第262号土坑

本遺構はB2区の追調査でみつかつたものである。O-89～ 90グ リッドに位置し、V層上面

で確認した。平面形は長軸55clll× 41短軸cm(推定値)の楕円形である。平面プランのみにての

確認にとどめたため、断面形状等に関わる各種寸法については記録していない。

構築時期は、周辺出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第248号土坑

本遺構はB2区の追調査でみつかつたものである。 H-91グ リッドに位置し、V層上面で確

認した。平面プランのみにての確認にとどめたため、断面形状等に関わる各種寸法については

記録していない。平面形は長軸50cm× 短軸50cnl(推定値)の円形である。

構築時期は、周辺出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第252号土坑 (第 41図 )

本遺構はB2区の追調査でみつかったものである。F-93グ リッドに位置し、V層上面で確

認した。ビット706と 重複し、本遺構が新しい。平面形は長軸60cm× 短軸53cm(推定4tL)の楕

円形である。確認面からの深さは26cnlを 測る。底面は鍋底状で、地山まで掘り込まれ、しまっ

ている。壁は、底面からやや垂直に立ち上がる。

遺構内より、遺物は出土しなかった。

構築時期は、周辺出土遺物より縄文時代後期と判断される。

③ フラスコ状土坑

第202号フラスコ状土坑 (第46図、第42図、第44図、第49図、第51図 )

調査区南東部のP-92グ リッドに位置し、Ⅳ層下面で確認したが、基本層序断面より本来の

構築面はⅢd層 上面である。ピット749と 重複し、本遺構が新しい。深さは推定145cm、 口縁部

径はH9cm× 112cm(推定値)を測る。確認される堆積土は2プロックに区分され、人為堆積で

ある。

遺構内より、縄文時代後期前葉の復元土器が 1点、土器破片が75点、敲石 1点、掻器 2点、

石鏃 1点、剥片4点が出土している。復元土器は無文の深鉢形土器で、回径29.6cm、 底径9.2oll、

高さ49.4clnの大きさである。焼成は良好で、色調はにぶい橙色である。

構築時期は出土遺物より縄文時代後期と判断される。
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第203号フラスコ状土坑 (第46図、第42図、第49図、第51図 )

調査区南東部のO-91グ リッドに位置し、Ⅳ層下面で確認した。確認面からの深さは推定120

cm、 日縁部径は90× 89cm(推定値)を測る。確認される堆積土は4プロックに区分され、人為

堆積である。

遺構内より、縄文時代後期前葉の土器破片が41点、剥片 6点が出土している。

構築時期は、出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第214号フラスコ状土坑 (第46図、第49図、第51図 )

調査区南東部中央寄りのM二 89グ リッドに位置し、V層上面で確認した。確認面からの深さ

は推定141cm、 口縁部径は82× 69cm(推定値)を測る。確認される堆積土は5ブロックに区分

され、人為堆積である。

遺構内より、縄文時代後期前葉の土器破片が35点、剥片が 2点、鐸形土製品が 1点、土器片

利用土製品が 1点が出土している。

構築時期は、出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第221号フラスコ状土坑 (第46図、第49図 )

調査区南東部中央寄りのL-90グ リッドに位置し、V層上面で確認した。確認面からの深さ

は推定109cm、 日縁部径は57× 50cm(推定値)を測る。確認される堆積土は8プロックに区分

され、人為堆積である。

遺構内より、縄文時代後期前葉の土器破片が 16点、凹石 1点 (石材は砂質凝灰岩)が出土

している。
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構築時期は、出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第223号フラスコ状土坑 (第47図、第49図 )

調査区中央部のK-90グ リッドに位置し、V層上面で確認したが、基本層序断面より本来の

構築面はⅣ層上面である。深さ推定120側、日縁部径は109cmを 測る。確認される堆積土は5プ

ロックに区分され、人為堆積である。

遺構内より、縄文時代後期前葉の土器破片 27点、剥片 1点が出土している。

構築時期は、出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第224号フラスコ状土坑 (第46図 )

調査区中央部のK-89～ 90グリッドに位置し、V層上面で確認した。確認面からの深さは推

定101cln、 口縁部径は108× 89cm(推定値)を測る。確認される堆積土は4ブロックに区分され、

人為堆積である。

遺構内より、遺物は出土しなかった。

構築時期は、周辺出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第225号フラスコ状土坑 (第46図、第49図、第51図 )

調査区南東部中央寄りのL-89グ リッドに位置し、V層上面で確認した。確認面からの深さ

は推定187cm、 日縁部径はH8× 106cm(推定値)を 測る。確認される堆積土は8プロックに区

分され、人為堆積である。深さ約30cm程から大きく外側に向けて膨らみをとり、底面へとつな

がる形状をしている。底面径は190cm程 になると思われる。遺構内の中央部西側寄りに20cm～

40cmの大きさの川原石が 2つ置かれている。

遺構内より、縄文時代後期前葉の土器破片が72点、凹石が 1点、剥片が 6点、土器片利用

土製品が 1点が出土している。

構築時期は、出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第227号フラスコ状土坑 (第46図 )

調査区中央部の」-89・ 90～ K-89・ 90グ リッドに位置し、V層上面で確認したが、基本層

序断面より本来の構築面はⅢd'層 上面である。深さは推定H6cm、 日縁部径は82× 80cm(推定

値)を測る。確認される堆積土は4プロックに区分され、人為堆積である。遺構内の中央部南

西寄りに10cm程の大きさの石が 2つ、30cm程のの大きさの石が 2つ置かれている。このうちの

1つ は南西部を上、北東部を下に向け傾斜している。

遺構内より、遺物は出土しなかった。

構築時期は、周辺出土遺物より縄文時代後期と判断される

第228号フラスコ状土坑 (第46図、第50図 )

調査区中央部の」-90グリッドに位置し、V層上面で確認したが、基本層序断面より本来の
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構築面はⅢd'層下面である。深さは推定144cm、 日縁部径は84× 80(推定値)cmを 測る。確認

される堆積土は11ブロックに区分され、人為堆積である。遺構内中央部には、復元可能深鉢土

器が横たわるように置かれ、それを取り囲むように一辺が20～ 30cm程 の扁平な川原石が配置さ

れている。土器は、波状口縁の深鉢で、胴部全体にLR縄文が施文されている。焼成はやや良

好で、にぶい橙色である。

遺構内より、縄文時代後期前葉の土器破片が53点、磨石 1点 (石材は凝灰質泥岩 )、 景1片 4

点が出土 している。

構築時期は、出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第236号フラスコ状土坑 (第47図、第50図、第51図 )

調査区北部のG-92グ リッドに位置し、V層上面で確認したが、基本層序断面より本来の構

築面はⅣ層上面である。第234号土坑と重複 しているが、新旧関係については不明である。深

さは推定 108cm、 口縁部径は113× 89cm(推定値)を測る。確認される堆積土は 5ブロックに区

分され、人為堆積である。

遺構内より、縄文時代後期前葉の土器破片54点、剥片 2が出土している。

構築時期は、出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第237号フラスコ状土坑 (第47図、第51図 )

調査区北部のG-93グ リッドに位置し、V層上面で確認したが、基本層序断面より本来の構

築面はⅣ層上面である。遺構内の北寄り、深さ35cm程 に、大きさ20cm位の平たい川原石が置か

れている。また、断面図中には絡んではいないが、遺構内の南東寄り、深さ10cm程 に大きさ15

cm位の川原石が 2つ、やや中央部の深さ20cm程 に大きさ30cln強 の川原石が置かれている。遺構

の深さは推定120cm以上あり (ボウリング棒による底部の判別は困難であった。)、 日縁部径は6

3× 60cm(推定値)を測る。ビット765と 重複し、本遺構が新しい。堆積土は4プロックに区分

され、人為堆積である。

遺構内より、縄文時代後期前葉の土器破片が 5点、剥片 1点、掻器 5点 (石材はいずれも硬

質頁岩)が出土している。

構築時期は、出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第241号フラスコ状土坑 (第47図、第50図 )

調査区南東部のN-92グリッドに位置し、Ⅳ層下面で確認したが、基本層序断面より、本来

の構築面はⅢd層上面である。深さは推定160cm、 口縁部径は53× 50cln(推 定値)を測る。確

認される堆積土は6プロックに区分され、人為堆積である。

遺構内より、縄文時代後期前葉の土器破片力認9点、剥片 7点が出土している。

構築時期は、出土遺物より縄文時代後期と判断される。
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第243号フラスコ状土坑 (第47図、第50図 )

調査区北部のG-93グ リッドに位置し、V層上面で確認した。確認面からの深さは推定91cm、

日縁部径は53× 40cm(推定値)を測る。確認される堆積土は 1ブロックで、人為堆積と思われ

る。遺構のやや中心部、深さ20cm程に、大きさ20cmの平たい川原石が 1つ置かれている。

遺構内より、縄文時代後期前葉の土器破片が 3点、矛l片 1点が出土している。

構築時期は、出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第257号フラスコ状土坑 (第47図、第50図、第51図 )

調査区南東部中央寄りのM-89～ 90グ リッドに位置し、Ⅲd'層上面で確認した。本遺構の

南西端部はビット468と 重複し、本遺構が古い。確認面からの深さは推定137cm、 口縁部径は79

×63cmを 測る。確認される堆積土は 1ブロックで、人為堆積と思われる。

遺構内より、縄文時代後期前葉の土器破片が17点、剥片 1点、土器片不1用土製品 1点が出土

している。

構築時期は、出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第261号フラスコ状土坑 (第47図 )

調査区北東 トレンチ部のK-99～ 100グ リッドに位置し、V層上面で確認したが、基本層序

断面より、本来の構築面はⅢd'層上面である。口縁部径は70× 40cm(推定値)を測る。確認

される堆積土は4プロックに区分され、人為堆積である。

遺構内より、縄文時代後期前葉の土器破片が 2点が出土している。

構築時期は、出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第264号フラスコ状土坑

調査区北部のE～ F-95グ リッドに位置し、Ⅲd'層下面で確認したが、基本層序断面より

本来の構築面はⅢd'層上面である。口縁部径は60× 60cm(推定値)を測る。平面プランのみ

にての確認にとどめたため、断面形状等に関わる各種寸法については記録していない。

構築時期は、周辺出土遺物より縄文時代後期と判断される。

第230号フラスコ状土坑 (第 48図、第51図 )

本遺構はB2区の追調査でみつかったものである。F～ G-90グ リッドに位置し、Ⅳ層下面

で確認したが、基本層序断面より本来の構築面はⅣ層上面である。深さは推定126cln、 日縁部

径は149× 140cln(推定値)を測る。確認される堆積土は4ブロックに区分され、人為堆積であ

る。

遺構内より、縄文時代後期前葉の土器破片が61点、は掻器 1点 (石材は硬質頁岩)、 剥片 5

点が出土している。

構築時期は、出土遺物より縄文時代後期と判断される。
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⑮

第48図  B2区土坑、フラスコ状土坑実測図

第232号フラスコ状土坑 (第48図 )

本遺構はB2区の追調査でみつかつたものである。 F-90～ 91グ リッドに位置し、Ⅳ層上面

で確認した。ビット711と 重複し、本遺構が古い。確認面からの深さは推定 12 1cm、 日縁部径は

130× 120cm(推定値)を測る。確認される堆積土は 4プロツクに区分され、人為堆積である。

遺構内より、縄文時代後期前葉の土器破片が33点、石皿 1点 、剥片 2点が出土している。

構築時期は、出土遺物より縄文時代後期と判断される。 (松 田)

5.遺構外出土遺物

① 土  器 (第52図、PL8～ 17)

B4区発掘調査において、完形土器・復元 (可能)土器(図化土器を含む)4点 とコンテナ(規

模縦54cm×横34.5cm× 高さ20cm)4箱の土器破片の出土があった。

これらの土器は、縄文時代後期初頭から中葉に属するもので、出土量は後期前葉のものが

圧倒的に多く、その出土層位は基本層序Ⅲa層～Ⅳ層からである。

第 I群土器 縄文時代早期～前期の土器

本調査区より出土しなかった。

第Ⅱ群土器 縄文時代後期初頭～前葉の土器

本群土器は、縄文時代後期初頭から前葉に位置付けられるもので、十腰内 I式に比定される

ものである。なお、ここでは第 図遺物分布図で抜粋したものについて述べることとする。

1類 :隆線文、隆沈文の土器 (PL8～ 17・ 3、 207、 122、 115、 267、 373、 306)

深鉢、壺がみられ、波状口縁を呈した深鉢が主体となる。文様帯は隆線文、隆沈線で区画さ

ヽニデイロ由踵
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れたものを一括した。187は 出形突起を有する深鉢で、 0字状の粘土紐が貼り付けられてい

る。67は波状回縁の深鉢で、日縁の突起が付加されている。 3、 207、 122、 115、 267、 373、

306は 隆沈文の施された深鉢で、文様帯は楕円形文によって縦位に区画され、区画された文様

帯内には方形文、楕円形文、三角形文が付加している。

本類土器の焼成は非常に良く、色調は橙色～灰褐色を呈する。

2類 :地文上に沈線文が施文される土器 (PL8～ 17・ 64、 91、 126、 153、 154、 198、 230、

259、  335、  363、  378)

深鉢が主体となり、文様帯は口縁・胴部に区画され、弧線文、渦巻文、S字文が主文様とな

るものを一括した。器面には地文としてLR縄文が施文されるものが多い。

本類土器の焼成は良好で、色調は赤褐色、暗赤褐色等を呈する。

3類 :沈線文の土器

無文研磨された器面上に1～数条の沈線、平行沈線によつて主文様を描き出したものを一括

した。器形としては深鉢、壺が主体となる。主文様が展開される方向や特徴から細分した。

a:主文様が縦位方向に施文される土器 (PL8～ 17・ 125、 117、 H3、 294、 326、 6、 24)

主文様としてS字文、渦巻文、弧線、円形文、楕円形文が縦位方向に施文された土器を一括

した。深鉢、壷が主体となる。深鉢は波状または山形口縁を呈し、文様帯は胴部上・下半に区

画されるものが多い。

117は小さな山形口縁を呈する壷で、口縁部から0字状の文様が連結するものである。24は

楕円文・円文が縦位方向に施文されたものである。 6、 113、 125、 294、 326は深鉢、浅鉢、壺

の破片で S字文、渦巻文が主文様となり、楕円形文、弧線文が付加されている。

本類土器の焼成は良好で、色調はにぶい褐色、橙色、灰黄褐色等を呈する。

b:斜行する平行沈線文の土器 (PL8～ 17・ 14、 84、 87、 332)

文様が縦位方向に展開することから本類 aの範疇に入るものと想定されるが、文様の特徴か

ら細分した。84は斜行する沈線が交差し、格子目状の文様が施文されている。87は斜行する沈

線により三角文、菱形文が施文される。332は入組文が縦方向に施文されたものである。

14は、縦方向に施文された沈線間に、「杉葉」状の文様が施文されるものである。

本類土器の焼成は良好でく灰褐色、暗赤褐色を呈する。

c:主文様が横位方向に施文される土器 (PL8～ 17・ 62、 70、 18、 11、 74、 99、 109、 86、

118、  157、  151、  160、  163、  172、  177、  193、  196、  214、  226、  254、  256、  275、 296、 349、  347、

353)

器形は深鉢、鉢壷が主体となる。入組文を主文様とし弧線文が付加されるもの、波状文を主

文様とし弧線文や三角形文が付加されているものが多くみられる。
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本類土器は焼成が良好なものが多く、色調はにぶい橙色、にぶい褐色、灰黄褐色を呈する。

d:幾何学的な文様が施文される土器

本発掘地からは出土していない。

4類 :磨消縄文が施文される土器

幅の狭い磨消縄文によつて文様が施文されるものを一括した。なお、沈線間に条痕文が充

填されるものも本類に含めた。大湯式土器はこの類の特徴をもっている。

a:主文様が縦位方向に施文される土器 (PL8～ 17・ 77、 213、 231、 280、 281)

深鉢、鉢、壺が主体となる。大湯環状列石特有の片口土器に本類の文様が描かれるものも

有る。深鉢の文様帯は胴部上半に区画される。280は刻目の付けられたる深鉢である。213、

281は入組文によつて上下2段に区画され、弧状文が重ねられている。沈線間にはLR縄文が充

填される。77は 山形口縁の深鉢、231は深鉢の胴部で文様帯内に花弁状文がされている。

本類土器の沈線間に充填される縄文はLR縄文が多い。焼成は良好なものが多く、色調は

灰褐色、にぶい褐色等を呈する。

b:幾何学的な文様が施文される土器

本発掘地からは出土していない。

c:主文様が横位方向に施文される土器 (PL8～ 17・ 58、 79、 100、 123、 155、 212、 225、

0                    10cm

第52図  B4区遺構外出土土器実測図 (1)
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325、  330、  354、  374)

主文様が横位方向に施文されるものを一括した。深鉢・壷が主体となる。文様帯には入組文、

波状文等が施文されるものが多数を占める。文様帯は胴部全域に渡り、帯縄文と無文帯を効果

的に配置し入組文的な文様を施文している。沈線間にはLR縄文が充填されている。

本類土器は、焼成が良好で、色調は灰褐色を呈するものが多い。

d:帯縄文の幅が広くなる土器 (PL8～ 17・ 32、 96)

深鉢が主体となり、壼もみられる。帯縄文の幅が本類 a～ cに比べ広く、文様も直線的なも

のが多くなる。文様帯内に主文様として弧線文、L字文や ( )字状文を配置し、沈線間には

LR縄文を充填させている。

本土器の焼成は良好で、色調はにぶい褐色、灰黄褐色を呈する。

第Ⅲ類土器 縄文時代後期中葉の土器

本群には縄文時代後期中葉の土器を一括した。東北地方北部の十腰内Ⅱ式、Ⅲ式土器に、東

北南部の宝ケ峰式、関東地方の加曾利Bl式、B2式に比定されるものである。

1類 :平行沈線が主文様となる土器

本発掘地からは出土していない。

2類 :磨消縄文の土器

本発掘地からは出土していない。

3類 :磨消縄文に刺突が伴う土器 (PL8～ 17・ 25、 68)

本群 2類土器に類似した器形と文様を持つものである。沈線内には縄文を施文後、沈線に沿っ

て刺突を連続的に付加する。刺突には竹管を用い、器面に対し直角または斜位に突き束1してい

る。焼成は良く、色調は赤褐色、明褐色を呈する。

4類 :短刻線・刺突文の土器

本発掘地からは出土していない。

第Ⅳ群土器 縄文時代後期の土器

本群には無文、縄文、撚糸文、条痕文の土器を一括した。出土土器の中でも本群土器の出

土量が圧倒的に多い。時期ごとの細分は極めて困難である。

1類 :無文の土器 (第 52図、PL8～ 17・ 25、 68、 105、 89、 295、 1、 5、 6、 12、 13、 17、

21、  23、  39、  41、  43、  45、  46、  48、  51、  52、  59、  60、  61、  63、  66、  69、  71、  75、  80、  82、  93、

97、  98、  103、  104、  106、  108、  112、  124、  128、  129、  131、  132、  134、  135、  136、  137、  142、

145、  149、  150、  156、  162、  164、  166、  167、  169、  174、  176、  178、  180、  181、  186、  188、  189、
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190、  191、  194、  195、  197、  203、 205、  210、  215、 216、  217、 219、  223、  227、 229、  232、  235、

236、  237、  239、  243、  244、  245、  246、  247、  248、  251、 252、  261、  263、  269、 274、  276、 279、

286、  298、  299、 301、  303、  305、  311、  313、 316、  318、  319、 320、  331、  334、  336、  338、 341、

346、  351、  352、  357、 359、  360、 361、  362、  370、 371、  372、  381、  382、  383)

無文の土器を一括した。深鉢、鉢、壺が主体となる。 1、 2はそれぞれ壷形土器の下半部、

日縁部から口頸部にかけての破損品である。焼成は良好で、色調は浅黄橙色を呈する。

焼成は良好で、色調は灰褐色、浅黄橙色、淡黄色を呈する。

2類 :縄文の上器 (PL8～ 17・ 2、 7、 10、 15、 16、 22、 26、 34、 35、 38、 40、 42、 44、 53、

65、  72、  76、  79、  83、  85、  88、  90、  92、  94、  95、  101、  107、  110、  114、  116、  119、  120、  121、

130、  138、  139、  141、  143、  144、  146、  147、  152、  165、  168、  170、  171、  173、  175、  179、  182、

184、  185、  192、  202、  204、  206、  208、  209、  212、  221、  222、 224、  228、  234、  238、  240、  241、

242、  249、  250( 255、  257、  258、  260、  262、  264、  265、  266、  267、  270、  271、  272、  273、  277、

278、  282、  283、  284、  288、  290、  291、  292、  293、  295、  297、  308、  309、  312、  314、  324、  327、

328、  329、  337、  342、  343、  344、  348、  350、  355、  356、  360、  364)

本類には無節縄文・単節縄文が施文されたものを一括した。深鉢、鉢、壷が主体となる。単

節縄文が施文されたものが圧倒的に多い。焼成は良好で、色調は暗褐色、にぶい褐色等を呈す

る。

3類 :撚糸文の土器 (PL8～ 17・ 20、 81、 73、 183、 300、 289、 201、 302、 304、 306、 315、

317、 375、 384)

深鉢、壺が主体となる。日縁部上端に沈線により文様を施文したものもこの類に含めた。

平口縁、波状口縁を呈し、折返口縁のものもある。短軸絡条体回転文、網目状・格子目状撚

糸文が施文される。

焼成は良く、色調はにぶい褐色、灰褐色を呈する。

4類 :条痕文の土器 (PL8～ 17・ 4、 10、 220、 253)

条痕文が施文された土器を一括 した。深鉢が主体となる。本類土器の焼成は良好で、色調は

暗赤褐色、黄褐色を呈する。

② 石  器

B4区遺構外より出土した石器は、剥片石器27点、礫石器が 4点の総計31点である。遺物は

調査区の北部に集中する傾向がみられる。遺物の大半は遺物包含層Ⅲa～ Ⅲbからの出土であ

る。石器の分類については、形態別に類別細分した。
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第54図  B4区遺構外出土石器実測図 (2)

石  鏃 (第 53図 )

形態から2群 6類に分類した。石材は硬質頁岩が多く、珪質頁岩、黒・赤色頁色と続 く。

1群…有茎石鏃で、基部形態から以下のように細別した。

a…平基有茎石鏃で、本調査区からは 6点出上した。

剥離調整はていねいである。 (1、 2)

b…凹基有茎石鏃で、本調査区からは 3点出土した。

基部に決れをもつものである。

c…凸基有茎石鏃で、本調査区からは 4点出土した。

基部は細長く、全体的に厚みがある。 (3)

2群…無茎石鏃で、基部形態から以下のように細別した。

a…平基無茎石鏃で、本調査区からは 2点出土した。

全体的に薄く、調整は丁寧である。 (5)

b…凹基無茎石鏃で、本調査区からは出土しなかった。

c…尖基石鏃で、本調査区からは 1点 出土した。基部は細長く、全体的に厚みがある。(4)
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石  錐 (第53図 )

形態から3群に分類した。石材は硬質頁岩、珪質頁岩である。

1群…つまみ部と錐部の境が明確なもので、本調査区からは4点出上した。錐部、つまみ部

に丁寧な剥離調整がなされている。(6、 7)

2群…つまみ部と錐部の境が明確でないもので、本調査区からは 1点出土した。つまみ部か

ら錐部にかけて逆三角形状になり、比較的に丁寧な剥離調整がなされている。

3群…剥片の一部に錐部を作り出しているもので、本調査区からは 1点が出土した。錐部に

は破損や摩耗が著しい。(9)

石  匙 (第53図 )

形態から2群に分け、さらにつまみ部を上にして主要刃部が作り出される位置から、 5類に

細分した。石材は硬質頁岩、珪質頁岩、黒色頁岩である。

1群…縦型石匙である。刃部先端が破損しているものがみられる。

a…主要刃部が、一側縁に作り出されるもので、本調査区からは出土しなかつた。

b…主要刃部が二側縁に作り出されるもので、本調査区からは、 3点出土した。(8)

c…主要刃部が先端部に作り出されるもので、本調査区からは出土しなかった。

2群…横型石匙である。刃部の作りはていねいである。

a…主要刃部が一側縁に作り出されるもので、本調査区からは出土しなかった。

b…主要刃部が三側縁に作り出されるもので、本調査区からは出土しなかった。

c…主要刃部が三側縁に作り出されるもので、本調査区からは出土しなかった。

掻  器

打面を上にして、主要刃部が作り出される位置および、刃部の形態別に5群に分類した。石

材は硬質頁岩、珪質頁岩が多く、黒色頁岩、赤色頁岩もみられる。

1群…主要刃部が左、右、先端いずれか一側縁に作り出されるもので、 1点出土した。

2群…主要刃部が二側縁に作り出されるもので、本調査区からは出土しなかった。

3群…主要刃部が三側縁に作り出されるもので、本調査区からは 1点出土した。

4群…主要刃部が周縁全域に作り出されるもので、本調査区からは出土しなかつた。

5群…刃部に扶れをもつもので、本調査区からは 1点出土した。

石  斧 (第53図 )

定角式磨製石斧が、 2点出土し、刃部、基部ともに破損している。
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石材は緑色片岩、緑色凝灰岩である。 (10、 11)

石  錘 (第53図 )

扁平な川原石の一部が打ち欠かれているもので、本調査区からは 1点出土した。

石材は凝灰質泥岩である。 (14)

敲  石 (第53図 )

円礫、扁平な川原石の一部が打ち欠かかれているもので、本調査区からは 1点出土した。

石材は凝灰質泥岩である。 (13)

凹  石 (第53図 )

円礫、棒状の礫、扁平な川原石に使用痕として凹が観察されるもので、 1点出土した。

両面を使用しているものがほとんどである。磨面が観察されるものもみられる。

石材は石英閃緑三分岩である。 (12、 16、 17)

石  皿 (第53図 )

1点出土した。欠損品で、石材は凝灰質泥岩である。 (15)

磨  石 (第53図 )

2点出土した。 (19、 20)

③ 土 製 品

B4区遺構外より出土した土製品は、土偶 2点、装飾品 1点、鐸形土製品 2点、土錘 1点、

ミニチュア土器 1点、土器片利用土製品33点が出土した。調査区ほぼ全域からまばらに出土し

た。

土  偶 (第55図 )

2点出土した。 1、 3は土偶の頭部破損品で、 1は首部、 3は左耳部にアスファルトの修

復痕が観察される。 3は後頭部から首部にかけて格子状の沈線文が描かれている。

装 飾 品 (第55図 )

5は貫通孔を有する装飾品である。 1点のみの出土である。
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土器破片利用土製品 (第 56図 )

土製品の中で最も多く出土した。形態的に円形 (22点 )、 三角形 (11点 )、 に分類した。土器

破片を打ち欠きと研磨により整形しているもので、前者による整形技法が多い。

その他の土製品 (第 55図 )

の塊が焼かれたもので、用途は不明である。

扁平な粘土

④ 石 製 品

B4区遺構外より出土した石製品は、石刀 3点、板状石製品 1点、軽石石製品 2点が出上し

た。調査区ほぼ全域からまばらに出土した。

石  刀 (第 57図 1、 2、 4)

3点出土し、内反り形の石刀の破損品である。石材は粘板岩、泥質凝灰岩である。

板状石製品 (第 57図 5)

土器破片利用土製品同様、打ち欠きと研磨により円形に整形しているものである。

石材は、泥質凝灰岩である。

軽石石製品 (第57図 3、 6)

多孔質の軽石を色々な形に整形したものである。 3は、三角形状に整形し、胴部途中まで穿

孔されている。 6は、方形に整形されているものである。
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第V章 自然科学的調査

遺物包有層である火山灰土層に関する調査報告

東北大学・東北アジア研究センター  宮 本   毅

今回の対象である土層は、これまで遺物の包有層の相違によって、大きく上位よりⅢ～V層

に区分されている。さらにⅢ層は色調の相違によって a～ dの 4層 に区分される (写真 1)。

このⅢ層中の土色の相違が人為的なものを含めて何に由来するかについて検討することが本調

査の目的である。

Ⅲ～V層 の土層は十和田火山起源の火山灰である十和田八戸火砕流と十和田a火山灰の 2層

に上下を挟まれており、テフラの噴出年代から約13000年前～西暦915年 までの約12000年間の

時間間隙を表す層である。花輪地域では十和田火山起源の噴出物によって台地状の地形が作ら

れており、大湯環状列石の位置する台地は厚く堆積した十和田八戸火砕流の作るものである。

以上の土層はこの台地上にはぼ水平で層厚の変化はなく、かつ無層理で堆積しており、数力所

で確認したのみであるが、洪水などにより大きく剥奪されたような痕跡は認めらなかった (V

層の下部については、土石流の可能性も含めて再検討の必要はある)。

一般に火山の周辺地域で発達する黒色土は “黒ボク土"と 呼ばれ、褐色土である"ロ ーム"と

ともに、風化した火山灰に由来する “火山灰土"である。黒ボク土 。ロームとも風化した火山

灰を起源とし、土壌化生成作用が進行することで細粒化し、粘土粒子に富んでいる。両者のみ

かけ状の大きな相違である土色の相違の原因は、黒ボク土中の腐植層の存在によつている。土

壌の生成過程においては母材の風化等に加えて、表層において堆積した植物遺体が微生物によっ

て分解されることで生成された暗色の腐植の供給も関与する。腐植は埋積過程において再び微

生物によつて分解され、土壌は暗色を失うこととなるが、土壌の母材中に活性アルミニウムが

存在した場合には、腐植と活性アルミニウムとが結合して微生物に分解されにくい有機‐無機

複合体が形成され、土中で安定に腐植が存在することになり、黒色の腐植層が形成される。従つ

てロームと黒ボク上のみかけは大きく異なる印象を与えるが、両者では母材が共通で、腐植含

量が異なっている場合が多い。腐植を土中において安定化させる作用をする活性アルミユウム

は主に火山灰中に多く含まれているため、黒ボク土の母材として火山灰が挙げられる。また、

黒ボク土中の腐植を大量に供給するもととしては、森林植生ではなく、ススキ、チガヤ、ササ

などのイネ科草本植生下であるとされている。従って、厚い腐植層の形成は森林植生の進入が

阻止され、草本植生下が長い期間維持されたことを示している。

遺跡内における土層の色は燈褐色であるV層 を除いて、すべて黒色である。V層 は直接火山
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噴出物として堆積した十和田八戸火砕流の直上に位置しており、砂礫画の軽石等を多く含む。

また、上位層と比較して粗粒粒子に富む。一般に珪長質で鉄分の少ない灰白色軽石は風化が進

むにつれて黄色、橙色といつた明色系統の土に変わるとされており、V層 は十和田八戸火砕流

を母材とした土壌であるといえる。Ⅲ・Ⅳ層の土壌について簡単な活性アルミユウムの有無に

ついてのテストを行つたところ、全ての層において活性アルミニウムが含まれており、おそら

くすべてが火山灰を母材としていることが分かる。以上の特徴からⅢ・Ⅳ層の土壌は、黒ボク

土であるといえる。黒ボク土中の腐植は過酸化水素水を加えて数日間放置すると、分解されて

黒みが消え、ロームと同じ褐色になる。Ⅲ a、 Ⅲd、 Ⅳ層について過酸化水素水によって腐食

の分解を試みたところ、脱色はしたが、V層のようなあざやかな橙色にはならなかった。また、

Ⅲ層中の色の異なる両層の脱色反応後の残存物の色を比較したが、顕著な違いは認められなかっ

た。Ⅲ～Ⅳ層の砂画分の構成物は斜長石などのテフラに由来する鉱物、やや風化した軽石、岩

片等からなっており、概観したところでは各層において顕著な構成物の違いは認められない。

各土壌の(軽元素を除いた)全岩分析値がいずれも類似していたことは母材がほぼ同一の珪長質

なものからなっている可能性を支持している。なお分析値は安山岩組成を有していたが、デイ

サイト～流紋岩質軽石が風化した場合、粘土鉱物を形成する際に脱シリカによってsio2が減

少し、A1203が著しく増加する場合が多い。今後はシルト画分も含めて、火山灰土層の形成速

度等知るうえでも構成物の検討をする必要がある。

火山灰土の生成には、従来、大きく2つの説が考えられてきた。 1:一度堆積したテフラの

表層から土壌化が地下に向かって進行する残積土壌説。 2:土壌の母材が供給・堆積するのと

同時進行で土壌化生成作用がすすむ土壌堆積説。残積土壌説では次の噴火等で噴出物がもたら

されない限り表層は更新されない。実際には新しい遺物ほど上位の土壌に含まれているという

事実などから、現在では残積土壌説は火山灰土の主たる成因としては考えられていない。土壌

堆積説の場合には母材が、噴火による噴出物(明瞭な層を残さない程度の小規模なもの)か、あ

るいはテフラの再移動などによる2次的な風塵による堆積物であるかが問題となる。多くの場

合、年代既知のテフラ間の土壌の厚さを単純に堆積速度一定としてある層位の年代を決めるこ

とが行われるが、もし、火山灰土が噴火に直接起因するものであれば、噴火が一定の間隔でで

もおこらない限り、土壌の堆積速度を一定という仮定をおくことは困難となる。風成の堆積物

であるならば、火山灰土の堆積速度が千年から 1万年での計測時間において10cm/千年とい

う速度から考えると、上記の仮定もなりたつのかもしれない。現在のところ、火山灰土の主な

母材がどちらであるかについては、まだ議論がわかれている。しかし、火山灰土の構成物とし

て細粒の石英が含まれ、その同位体組成から中国に由来する黄砂起源であることが指摘されて

おり、火山灰土中には風成の堆積物の寄与があることは確実で、中国のような遠方由来のもの
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があるのならば、近傍付近の火山灰に由来するものが含まれるのは疑いようのないように思わ

れる。特に大規模な噴火後は堆積した火山灰が風によつて再移動することは容易に想像できる。

V層の下部は他と比べ粒子径が粗く、軽石の構造が残されているなど異なる岩相をしている。

今回V層 と十和田八戸火砕流の境界について見ることはできてなかつたが、V層の一部は火砕

流最上部の再堆積層である可能性もあるもこの場合には年代を土壌の厚さから推定する場合に、

大きな誤差を生み出す要因になるため、精査する必要があると思われる。

花輪地域に火山灰を供給する可能性が最も高いのは十和田火山である。十和田火山の活動史

をあらわした柱状図を図 1に示すが、両十和田八戸火砕流と十和田 a火山灰のテフラ間にも複

数回の噴火を発生している。また、西領1に位置する岩木火山も過去 1万年間に数回であるが噴

火活動を行つている。他にも周辺の活動的な火山として岩手山があるが、ここの噴出物は苦鉄

質のものが多いことから、珪長質な火山灰が母材である可能性が高い点から考えると可能性は

低い。いずれの火山においても石英はあまり含まれないことから、土壌中の細粒石英=黄砂起

源と考えることができる。火山灰土の母材が一次噴火に由来する場合には土壌の堆積速度とし

て年代の推定を行うことは難しいと述べたが、細粒の石英はすべて黄砂起源と考えることで、

構成物中の細粒石英の量をみることで時計に使える可能性がある。黄砂の堆積レートを一定と

考えれば、細粒石英の量がある経過した一定の時間を示すことになる。ただし、黄砂を含めた

風成堆積物の飛来量は気候に左右され、寒冷期ほどその量が多く、過去1万年間で堆積レート

が一定と仮定することはできない。これに対しては現在様々な方法で過去数万年間の気候変動

曲線が得られており、同じようにこの地域での黄砂成分の変動曲線を作ることができれば、両

者の変化傾向をあわせることで、より正確な年代が得られるかもしれない。

土壌の生成に対しては気候・生物・地形の起伏・母材・時間などの因子が関与する。逆に言

えばこれらの因子が共通であれば、異なる地域であっても同一の土壌が形成されることになる。

今回の場合には地形・母材についてはほぼ同じであると考えられ、Ⅲ層内の土色の相違は気候・

(人間の作用も含めた)生物が原因として有力である。気候の変化が起きた場合、先ほども挙

げたように、土壌の母材の供給量が変化する可能性がある。また、植生の変化を導く場合もあ

り、黒ボク土の生成にかかせないススキなどの草木植生を変化させることも考えられる。従っ

てⅢ層中の黒色の薄い層の原因は寒冷化により植物の繁茂が阻害され、腐植の生成量が減少し

たことによるとも考えられる (逆 もある)。 気候変化のような全地球的な変化に起因する場合

には、このような変化が局所的に残されるという可能性は少ないため、遺跡周辺のみではなく

広範に認められる変化であると考えられる。そのため遺跡のみではなく広域的な調査を行うこ

とが重要である。そこで今回は遺跡の位置する台地と同様に十和田八戸火砕流の作る台地で、

標高も同程度の腰廻の採石場 (図 2)において同層準の土壌の観察を行つた。十和田 a火山灰
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直下の埋没表層の黒ボク土とその下位の橙色のロームヘの変化は同様に認められた (写真 2)

が、黒ボク土中での顕著な色の変化は確認できなかった。土壌は火山灰層とは異なり、必ずし

も連続性がよく残されているとは限らない。また、ここでは層が傾斜し、一部土石流等による

再堆積層もあり、河川の影響を受けていたとも考えられ、あまり適当な比較場所ではない。従つ

て今後別の場所についても検討する必要があるだろう。安田 (1994)の 過去 3万年あまりの気

候変動曲線を図3に示すが、今回対象の土層が堆積をはじめた頃が最も寒冷期で、その後温暖

な気候へと変化していることが分かる。土色の異なる部分はこの土層全体の中で上位2/3に

位置しており、グローバルに求められた気候変化との相関は見えないようである。今後、植生

の情報を知るためには物質科学的なアプローチも必要であり、有機炭素量の変化に加えて、火

山灰土中では非品質粘土鉱物のアロフェン中に吸着されるリン酸や窒素の量についても検討す

べきである。

日本の多くの場合、黒ボク土の基底の年代は約一万年前であり、人類が狩猟社会から農耕社

会へと変移する頃に近いことから、黒ボク土の生成には焼き畑などによる人的な影響が考えら

れる場合がある。このような野焼きなどのように、噴出物を熱した場合にどのような変化がみ

られるかを検討するために、電気炉内で数グラムの試料を500℃、1000℃で一日程度それぞれ

強熱した。その結果、Ⅲ～V層すべてが変色し、1000℃ では淡赤色、500℃ では淡赤褐色であっ

た。同温度においては、すべての試料が共通の見かけになり、腐植による暗色は消えてしまっ

た。赤色になるという変化は、試料中に含まれていた鉄分が強熱されて酸化した効果が一番大

きいと考えられる。1000℃での生成物の色は土層の色とは明らかに異なつていたが、500℃で

熱しものはやや注目している土層の色に類似していた。より低温ほど類似していたことは変色

の原因として野焼きなどの影響によるという可能性を支持しうる結果であるが、今回は、温度・

熱効率等で必ずしも適当な条件ではないため、今後は実験条件について詳しく検討する必要が

あるだろう。特に野焼きで表層に大量に有機物がある場合にはそれらが還元剤となって酸化を

抑希1する可能性がある。また、野焼きの場合には締まった堆積物の表層のみから熱を与えてい

るため、果たしてどのくらいの深さまでその影響がでるかについて考慮する必要があるだろう。

黒ボク土の成因に焼き畑が関係しているという考え方があることは先に触れた。日本のような

気候区での植生極相は森林であるため、長期間にわたって草本植生が維持されにくい。例えば

何かの原因により植生が破壊された場合には、そのままでは草木植生が発達した後に樹木がも

どり、2次林が形成されて森林植生が回復する。そのため草本植生を利用するなどの理由で樹

木の進入を防ぐために、人的に野焼きが行われた可能性が指摘されている。従って、この地域

において草本植生が長く維持された原因について知るために、現在の (植林や、伐採が行われ

た場所でなく)自 然植生について調べることで、黒ボク土が形成されたのは自然の成り行きと
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いうことか、あるいは人的な要素が必要なのかについて検討すべきである。火山の近傍では噴

火後、森林の発達が悪く、植生の回復が遅い場合が多く、土壌ガスなどの影響も考えられる場

合がある。

今回の結果としては、今後の調査の基本的な指針を提言するまでにとどまった。ここで重要

なことは、土層の成因も含めて、遺跡付近のみでなく広域な調査により、問題が局所的なもの

か、それとも面的に広がりをもつものかについて検討することであると思われる。

本報告書では、主に火山灰土について一般的な事項を示している部分が多いため、今回は文

中において特別の場合を除いて引用を明示していない。以下に参考文献として用いたもの、を引

用文献とともに併せて列挙する。

火山灰土に関する事項

吉永秀一郎 (1996)地球環境の変化。住ほか編、岩波地球惑星科学 3「地球環境論」、177-20

7。                                
″

大伏和之・安西徹郎編 (2001)「土壌学概論」。朝倉書店、219p。

町田洋・新井房夫・森脇広 (1986)「地層の知識 第四紀をさぐる」。東京美術、170p。

早川由紀夫 (1996)過去の噴火を調べる。地学団体研究会編、新版地学教育講座 2「地震と

火山」、151‐ 164。

日本火山学会 (1995)特集 :堆積物による火山噴火史研究。火山、 40、 117-222.

十和田火山噴出物に関する事項

Hayakawa, Y.(1985)PyroClastic gcology of Towada volcano. Bull. Earthq. Res. Inst., Univ.

Tokyo, 60,507‐ 592.

高橋正樹 (1999)十和田火山。高橋・小林編、フイールドガイド日本の火山 4「東北の火山」、

7-22.

そのほか

井村隆介 (1995)岩木火山の噴火史。日本地質学会第102年学術大会講演要旨、p245。

土井宣夫 (1990)岩手火山の火山灰層位学的研究。東北大学理学部、博士論文、223p。

安田喜憲 (1994)高精度の気候復元で見えてきた歴史的大事件と気候の関係。科学朝日11月

号、13-18。
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付図 1 +和田火山の 1万 3千年以降の噴火層序
(Hayakawa,1985を もとに作成)
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付図 3 福井県三方湖の花粉分析結果による気候変動曲線
(安田 (1994)を一部改変)

付図 2 調査地点の位置図

十和田八戸火砕流に相当する。
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網掛け部分が今回の火山灰土の堆積した期間に相当するcO数字はグリ=ンランドの水河の酸繁憫位体比
から求められた亜間氷期との対応を表す。_101_



写真 1

発掘調査地点における
土壌断面

(a)人物足許は橙色を示すV層。
断面の最上位が十和田a火
山灰 (To― a)で、スケール
の長さは約20cm。

(b)(a)中 の白四角で日った
部分の拡大。‖層中に引か

れた横線があa‐dの境界。
スケールの鎌の刃先部分の
下位でやや明るい色を呈し
ているのが分かる。

写真 2

腰廻・採石場の露頭断面

白色部分は台地を作る火山砕屑物。
白線より上位が遺跡発掘地点で見
られた土壌に対応する。写真では
分かりづらいが、点線都より下位
が橙色、上位が黒色になっている。
クロポク土中には白色筋上に十和
田a火山灰がある。矢印部分は窪
地になっており旧河川だった可能
性がある。また、ここでは植林に
よる可能性もあるが、森林植生が
入ってきている。
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出土品表面の付着物について
秋田県小坂高等学校

出土品表面の付着片が、古くから顔料として使われていた「べんがら」であることの可能性について調
べた。「べんがら」特有の赤色は、主に含まれるFe200に よることから、付着片中のFe元素の存在を調べ、
さらに付着片の主要構成元素の存在比を天然の「べんから」と比較した。

一
樹

健

直
田
藤

鎌

工

1.調査方法
試料の定性分析は、エネルギー分散型X線分析
装置 (日 本電子 JED-2110)で 行った。加速電圧

20 0kV、 取り出し角度30.00° とした。試料が不

均一の可能性があることを配慮して、分析箇所を

天然の「べんがら」は3点、付着片は2点 とした。

2.結

図2に出土品表面付着片の定性分析結果を示し

た。分析の結果、Fe,Si,Alの ピークを確認した。

天然の「べんがら」と同様にすべて酸化物とした

場合、各酸化物の平均構成比率 (重量%)は
Fe203:725●/●、Si02:22.1%、 A1203:4.7%、 そ
の他 :0.8%で ある。

図 3及び図4に 各試料のSEM観察像を示した。
天然の「べんがら」の粒子はきめ細かいが、付着

片は球状でやや粒子が大きい。

付図 6 天然の「べんがら」SEM観察像

3.ま と め
出土品表面付着片中のFeの存在が確認された。

また、付着片を構成する主な元素 (Fe,Si,Al)が

天然の「べんがら」に一致した。以上の結果から、

出土品表面付着片は、顔料として使われていた

「べんがら」の可能性が高いと推察する。

111〕
:・ .::.`.ウ :':お '1ル お出'I'出 ど111:鳳

|

付図4 天然の「べんがら」定性分析結果

Fo ll :=

li鳳F.:::.1'デ
:どぽ∴'あ '1出 .I.I｀ル'1‖

:鳥
|

付図5 出土品表面の付着物 定性分析結果

図 1に天然の「べんがら」の定性分析結果を示

した。分析の結果、Fe,Si,Alの ピークを確認した。

天然の「べんがら」を構成する物質が全て酸化物

とすれば、Fe2 03~Si02‐ A1203系の混合物と考え

られる。しかし、この確証はX線回折による分析
をまたなければならない。各酸化物の平均構成比

率 (重量%)は Fe203:38.7%、 Si02:55,0%、
A1203:60%、 その他 :0.3%で あった。

付図7 出土品表面の付着片のSEM観察
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第Ⅵ章 分析と考察

1.野中堂環状列石周辺の遺構の配置について

平成11年度第16次調査～本年度第18次調査の成果の一つは、列石と直接関連があると考えら

れる遺構、遺物の分布範囲を把握できたことである。なお、その結果については、昭和60年度

第2次の調査結果と合わせて報告する。

野中堂環状列石周辺の遺構分布状況を述べる前に、比較対象資料として調査の終了した万座

環状列石周辺の遺構配置について述べる。

「万座環状列石周辺では、列石と中心を同じくする半径24～ 48m間が遺構分布域、48～ 72m

間が遺物廃棄域となり、さらに遺構分布域については、遺構の種類によつて環 1(24～ 30m)

が 6本柱建物跡集中分布域、環 2(30～ 36m)が 4本柱建物跡集中分布域、環 3(36～ 48m)

が土坑・フラスコ状土坑分布域となることが明らかとなった。これらの分布域が列石中心から

環状列石域 (24m)範 囲の同一幅 (24m)を もつ同心円構造を呈することが確実となった (秋

元、1988)。」すなわち、列石中心から環状列石域の24m× 2=48m(遺構分布域)、 24m× 3=

72m(遺物廃棄域)と なる。

万座環状列石周辺の遺構配置状況を基本として、同一構造と推測される野中堂環状列石の周

辺遺構配置を概観する。

万座環状列石の径48mに対して野中堂環状列石の径は42mである。このことから、列石中心

から21mの範囲が環状列石域となり、万座環状列石の例からすれば、この21m幅が野中堂環状

列石周辺の遺構配置域の基礎数値となる。この基礎数値21mの倍数は42mと なり、この数値を

野中堂環状列石周辺遺構配置図と重ね合わせると、第59図のようになり、遺構分布域の範囲で

あると判断される。さらに、基礎数値の21mを 3倍すると63mと なり、同じく遺構配置図と重

ね合わせると、野中堂環状列石北東部については平成H年度第16次調査試掘調査のみの資料を

基本とするが、遺構分布域からはずれる部分であることがわかる。一方、この地域は第16次、

第17次調査で大量の遺物が出土し、遺物廃棄域として捉えられている。また、遺構分布域であ

る列石中心から21～ 42mの範囲は遺構の特徴から建物跡分布域と土坑・フラスコ状土坑分布域

とに2分割される。

以上のことから、野中堂環状列石周囲では、列石中心から21～ 31.5mの 範囲は建物跡分布域

(万座環状列石・環 1～ 2に相当)、 31.5～ 42mの範囲は土坑・フラスコ状土坑分布域 (万座環

状列石 ,環 3に相当)、 42～ 63mの範囲が遺物廃棄域 となり、野中堂環状列石は万座環状ダ1石

と同様の同心円構造になることが確実となった。
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④

野中堂環状列石実測図最新版

(2002年 )
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第58図 野中堂環状列石実測図
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2.建物跡 (柱穴状ビット群)について

B4区及び第17次調査地対調査 (B区)からは、771個の柱穴状ビットカミ検出された。万座環

状列石の周囲でも多数の柱穴状ピットが確認され、それらの大半が建物を構成することが明確

となった。本調査で検出した柱穴状ビットの大部分もその形態、規模、深さ、柱痕、及び配列

等から、建物跡の柱穴と判断できる。

本調査によつて (追調査含む)柱配置を明確にできた建物跡は13棟であるが、数棟増えるも

のと予想される。なお、本発掘区が昨年度B2区に隣接しているため、B2区の3棟を加え、考

察する。

建物の配置は、張り出し長軸を連結するように列ね、野中堂環状列石を取り囲むように規貝1

的に配置されている。この状況は万座環状列石周囲の建物跡分布と酷似している。

① 建物跡の柱配置

形態分類については、第4次調査時の分類と基本的に変わることはない。

その基準は下記及び第60図 のとおりである。

I類 :各辺とも24固ずつの計 4本の柱穴で方形を区画するもの。

Ⅱ類 :6個の柱穴で六角形・亀甲形を区画するもの。

Ⅲ類 :長辺 3個、短辺 2個の計 6個の柱穴で方形又は長方形を区画するもの。

Ⅳ類 :各辺とも3個ずつの柱穴で方形又は長方形を区画するもの。

V類 :8個の柱穴で六角形・亀甲形を区画するもの。

Ⅶ類 :4～ 5本の主柱穴を方形又は五角形に配置し、その周囲に多数の壁柱穴を巡らすも

σ)。

□

畷
I類 (Il、 12類 )(

□
Ⅱ員警2類 )

◎
Ⅶ類

□

噛
③

臓
第60図 建物跡柱配置模式図
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② 建物跡の配置

建物跡は、前述したように同列石から半径21～ 31.5mの 円環内に分布し、同列石と同心円

の配置を示す。なお、ここでは同列石と特に関連の強いと考えられる6本柱 (Ⅱ 類)と 4本柱

(I類)の 12棟について分析する。

第15次報告書では、ほぼ構築当時の現況をとどめていたことから同列石を構成する組石の

分析研究が進んできた万座環状列石について、水野正好氏、阿部義平氏が行った分析結果と調

査成果を参考にし、建物跡との分割を試みた。その結果、建物間の隙間で列石が分害1さ れるこ

とが判明し、列石構築当初には既に区画割りが行われたいたことがわかった。さらに、 2つの

小塊で 1つの小群を造り出し、その小群には一時期 4本柱と6本柱建物が各 1棟建てられてい

たことが確認された。つまり、 2つの小塊で4本柱の建物跡と6本柱の建物跡を共有していた

ことが検証された。

このことを踏まえて、阿部義平氏が行らた (「よねしろ考古第 2号」)配石単位分析を参考に、

破壊の著しい野中堂環状列石の分割を、調査で検出した建物跡の配置をもとに考察する。

「野中堂遺構では内帯で19基、外帯で現存84基の配石遺単位がみられる。それは内帯で 6群

(2～ 4基の組合せ)、 外帯で13小群に分けられる。この分割は墓 (配石)群の切れ目を内外帯

共通で大別するもので、その切 り方は現状の現象的な限界があり、今後の変動もありうる。

(阿部、1986)」 と述べ、第 61図に示すように同環状列石を6群 13小塊に分割している。

第61図をみると柱穴状ビットの分布に特徴的なことがあげられる。

1.北西側及び南側出入り田部の柱穴分布が希薄である。

2.建物配置を示す柱穴分布域と示さない区域に隙間が生じる。

3.建物が特に重複する部分がみられる。

4.破壊が著しいとはいえ、明らかに分割できる小塊に建物が存在しない区域がある。

5.組石数と建物数は対応しない。

以上のことから分割すると、調査の終えた同列石南西半部では、4群 8小塊に分割される。

建物配置から考察すると、野中堂環状列石でも万座環状列石同様に2つの小塊で 1小群を造り

出していること判断される。

なお、万座環状列石周囲と比較し相違点は、建物の棟数はいくらか増えると予想されるもの

の少ないこと、 4本柱建物跡が少ない等の点が挙げられる。

③ 建物跡の構造について

建物跡の構造については、未だ推演!の域をでない。特に縄文時代の建物跡について はそ

の資料が希薄なため明快な答えを出すのは困難を極めている。万座・野中堂環状列石周囲の建
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第62図 野中堂周辺硬度計測図
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物跡についても同様である。

建物跡の構造を知る資料としては、

1.柱痕が15～ 60cmと 建物跡の材としては比較的太く、掘 り方が深い。

2.材にはクリ材が多用される。

3.柱穴状ピット内より、炭化カヤ材が検出している。

4.4本 柱・ 6本柱の建物で、特に 6本柱の建物跡は六角形・亀甲形で張り出しが推測され

る。

5.建物内に炉施設が確認されない。

6.壁柱列はない。

7.抜 き取り痕は確認されない。

以上等が挙げられく環境整備の一環として行った建物跡復元時でも数種類の建物跡復元案が

考えられた。

本調査では、建物跡が高床か平地式かを見極める手がかりとして、遺構構築面であるⅢd層、

Ⅲd'層面で硬度計によるデーター収集を試みた。方法としては、建物跡分布域とそれ以外の

地域について50～ 100cm間隔のマスロ状に計測し、図面に計測値を記入した。計測にあたつて

は、発掘による人的な圧力が加わらないように、注意を払つた。計測の結果は、第62図、第17

～18表のとおりである。なお、全計測値の平均値を割り出し、平均値より低い点には●印□で

囲んでいる。

本報告書では詳細なデーター分析を行わなかったが、これまでの調査成果、遺物分布状況、

他の遺跡の調査等を参考に、建物跡の構造解明が今後の課題となる。

建物跡の性格については、第15次報告書で述べたように、祭祀用のものと考えられる。時期

については、構築面、ビット内出土遺物より、縄文時代後期前葉である。

3.野中堂環状列石周囲の遺物分布について

本調査では、出土した遺物の大半を出土状況を図化して採 りあげた。ここでは、調査区の一

部について、層位ごとの土器破片出土状況については、第63～ 65図、第 6表で記す。

土器分類については、本文の土器分類を基準とし、表には特に文様が施文されるものを抜粋

した。

本調査区においては、列石構築時期に整地がなされていることが確認され、部分的には整地

が地山であるV層 までおよんでいたため、同層からの出土もみられた。また、遺構の集中する

地区であったため、層位ごとの顕著な土器分布は明確にできなかった。今後、遺物廃棄域層で

の好結果が期待される。
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第65図  B4区遣構外出土遺物分布

第 6表   土器破片出土状況

。

一

―

m

1類

隆沈

2類

地沈

・ａ

縦

３

沈
３．ｂ
一淵
３．Ｃ
滞

3‐ d

沈幾

4‐ a

磨縦
４．ｂ
麟 磨横
欄
躯

Ⅲ-3

磨突
Ⅳ
一離

Ⅲ a 1 1 3 1 2

Ⅲ b 2 2 2 4 1 3

Ⅲ a～ b 1

Ⅲ d 1 1 1

Ⅲ d′ 3 4 5 2 4 2

Ⅲ d～Ⅳ 1

Ⅲ d′ ～ Ⅳ 1

Ⅳ 3 4 2 3 1 7

V 1 2
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第17表  B2区 硬度指数表 (11)
(単位はmm)

NO 硬度指数 NO 薇度指数 NO 曖度指数 NO 硬度指数 NO 硬度指数 NO 硬度指数

2336 20.4 2360 15.7 2372 2384 2396 20。 5

2337 2361 2373 2385 20.3 2397

2338 2350 2362 2374 2386

2339 15.7 2351 2363 2375 2387 17.5 2399 22.0

2340 2352 2376 2388 25.2

2341 2353 2365 2377 2389 2401 24.3

2342 20.0 2378 2390 19.3 2402 21.9

2343 2355 2367 2391 20.3

2344 2356 2368 2380 2392 2404 21.3

21.0 2357 2369 2381 2393 2405 22.1

2358 2370 20.0 19.9 2394 19.5 2406 25.0

2347 2359 2371 16.7 22.9 2395

第18表  B2区 硬度指数表 (12)
単 mm

NO 硬度指数 NO 硬度指数 NO 硬度指数 NO 硬度指薇 NO 硬度指数 NO 硬度指数

2407 2419 2431 6.6 2443 2455 2467

2408 2420 8.2 2432 2444 2456 2468

2409 22.3 2421 2433 7.0 2445 2457 2469

2422 2458 2470 9.6

1 8.2 2423 2435 2447 2459 2471 9.0

2424 2436 2448 2460 2472

2425 2437 2461 2473

2426 2438 2450 2462 2474 7.6

2427 2439 2451 2475

2428 2440 2476

2429 2441 2453 2465 9.0

2430 2442 2466

硬度指数合計 44266. 86

″ 平均値 17.87
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第Ⅶ章 調査のまとめ

特別史跡大湯環状列石は、鹿角市の北東部、大湯川の左岸に形成された標高180m前後の舌

状台地上に位置し、万座・野中堂環状列石を中心とする縄文時代後期の大規模な「まつりの場」

である。

本年度の調査は、昨年度第17次調査で確認した野中堂環状列石南側台地縁辺部 (B3区 )の

配石遺構の性格解明、野中堂環状列石南西側隣接地 (保護柵下)の遺構分布状況の把握および

北東側隣接地 (B4区 )の地形確認を目的に行った。

B3区の調査では、昨年度の調査で確認した配石遺構の性格解明を主な目的とし、その結果、

配石遺構 3基、配石列 1条、焼土遺構 基が検出した。配石遺構は第 1、 2号配石遺構下に土

坑が確認され、第 3号配石遺構下からは「甕棺」が出土したことから、配石墓と断定した。

「甕棺」は、壷形土器の上部が打ち欠かれているもので、本来朱彩であつたと思われ、器面数

力所に赤色顔料が観察される。赤色顔料については分析の結果「ベンガラ」と半J明 した。また、

分析の中で、分析を担当した工藤氏より「天然のベンガラと甕棺に付着したベンガラを顕微鏡

で観察したところ、付着したベンガラの粒子が溶けていることがわかった。ベンガラには鉄・

シリコン・アルミニウムが主成分となるが、この中で、土器が熱を受ける要因として土器焼き

があげられるが、土器焼きの場合通常700～ 800℃ の熱量が伴い、 3つの主成分のうちその程度

の熱量で溶解するのはシリコンである。このことからすると、ベンガラは土器を焼く前に塗ら

れ、シリコンが接着剤の役割を呆たしたものと推淑1できる。なお、ベンガラは熱を受けても色

素は変化しない。」という興味深い分析結果を得ることができた。今後の土器作製研究の貴重

な資料となろう。甕棺は、平行沈線による弧線文を区画文として入組文、○字状文が施文され、

規則的な文様はくずれ、一部に「人体文」状の施文がなされている。

配石列は、細長い川原石の短軸を連結させるように南北方向に延びるもので、配石下には土

坑は確認されなかった。位置的には3基の配石遺構に付加しているものと考えられ、環状列石

の出入り口部が簡略化したものとも考えられる。性格的には同配石遺構群の南側に、環状列石

と関連する遺構が広がる様相を示す、指針的な性格をもつものと推測される。

配石遺構・配石列の他、焼土遺構が10基確認され大部分は配石遺構の北東側に集中している。

B3区検出の遺構は、遺構内出土遺物、周辺出土遺物、遺構確認面から縄文時代後期前葉の

ものと判断され、野中堂環状夕1石 と同時期のものである。本調査区は野中堂環状列石の南側出

入り口部の延長上にあることから、同環状列石と強いつながりのある遺構群と思われる。

B4区の調査では、昨年度B区の調査で環状列石構築期に行われた整地の可能性を伺わせる

層が確認されたたため、一部今年度の調査で再確認するために保存した部分の追調査について

―-121-―



も合わせて行った。調査の結果検出した遺構は、建物跡13棟、柱穴状ビット771個 (追調査地

62個 )、 配石列 l条、Tビ ット1基、フラスコ状土坑17基 (追調査地 2基 )、 土坑42基 (追調査

地 2基 )、 焼土遺構 4基を確認した。なお、建物跡は、小ビツトも含め分析すると今後、若干

増えるものと予想される。

これらの遺構配置は第Ⅵ章で述べたように、列石中`と 部ヽからの同′しヽ円を強く意識した構造に

なることが明らかとなつた。万座環状ダ1石と野中堂環状列石は規模が多少違うものの、同心円

構造の比率は両環状列石とも一致することがわかった。また、万座環状列石での分析結果を基

本として、建物跡の配置から野中堂環状列石の分害Jを試みたところ、第Ⅵ章で指摘したとおり、

建物間の隙間・重複関係から2小塊で 1小群に分割され、南西側のみであるが 4小群 8小塊に

分割されることが確認された。これら小塊については、阿部氏の分析で指摘された配石小塊と

僅かなズレはあったものの、万座環状列石でも指摘されたように、両者は対応する位置関係に

あること力群り明した。

建物跡の性格については、環状列石を強く意識した配置にあることや周辺出土遺物に祭祀的

要素をもつのものが多く出土することから「祭祀施設」と考えられる。

配石列は昨年度の調査でみつかった、同環状列石北西側の出入り口部と推測されたB2区第

01号配石列と対になるもので、同配石列が確認されたことで出入り口部の存在が明確となった。

このことから、野中堂・万座環状列石は互いに意識し合い、構造上も酷似しており、周辺出土

遺物も同時期のものであることから、両環状列石は同時期に造られたものとほぼ断定できた。

北東側 トレンチでは、環境整備の資料を視野にいれた地形確認を主な目的に調査した。その

結果、環状列石を構成する組石が地山面であるV層面で確認された。また、基本層序図で示し

たようにⅣ面も削られていることが判明し、削られた土層は同環状列石南側の沢部まで移動さ

れていることが確認された。整地に関しては環状列石周囲での遺構確認面および遺物包含層が

整地層としたⅢd'お よびⅣ層になる区域もみられことから、この区域でも行われていたと判

断できる。第4図野中堂環状列石周辺地形図からも整地は読みとることができ、通常、規則的

な間隔で等高線が描かれるが、同環状列石周辺では歪な等高線が随所に見られる。また、中心

部である環状列石部分が窪地となっており (現況でも確認できる)、 環状列石構築期に周辺の

小丘部を削平し、環状列石構築部と関連区域をほぼ平坦的にしたものと推測できる。

大半の遺物に関しては、レベル測量を行い、出土状況を図化して取り上げ、調査区一部での

基本層序ごとの土器編年を試みた。しかし、本年度は遺構密集地域が対象範囲であつたため、

明確な成果を得ることができなかったが、今後この分析を継続する中で、大湯環状列石におけ

る土器編年の基本的な資料を得ることができると考える。

本年度の調査で万座・野中堂環状列石隣接地の調査は一端終了し、野中堂環状列石北東側半
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部は遺構保存することとした。これまでの縄文時代の精神文化の集大成ともいうべき環状列石

という大規模施設の調査をとおして、膨大な資料を得ることができ、おぼろげながらも縄文時

代の精神文化の一端を解明することができた。

今後の調査は、史跡全体の「場の使われ方」を視野にいれた発掘調査を行いながら、これら

膨大な資料の再考・再分析を行い、調査のまとめを行っていく方針である。
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SX(S)1号

配石列・ 配石遺構 S→ N 配石列・配石遺構 N→S

SX(S)3号甕棺出土状況 W→ E SX(S)2号

PL2 B3区全景・配石例・ 配石遺構 0甕棺出土状況
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北東{員1ト レンチ SW→ NE

北西側出入口部 W→ E 南側出入口部 E→W

南猥1出入自部 S→ N 作業風景

PL3 B4区調査区全景・北東 トレンチ全景・北西側・南側出入口部 。作業風景
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南西側基本層序

「 lir■ざII● 1■    ‐ ‐ o・ . )._

南側基本層序 SK(F)228

遺構確認状況 Pit出土土器

PL4 B4区基本層序・土坑・ フラスコ状土坑 。Pit出土土器状況
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1・

                                    4. 244                         6 372

13. 666      14. 683

PL5 B3区遺構外出土土器

17. 75412. 513

15. 688

25. 3026
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Ａ

２

゛

‐

燕施醸鸞ぜ
３

ツ

|||'

イ
4

Ｋ
‐９
▲
２０

1～ 14 石器
16～20 土器破片利用土製品

B3区遺構外出土遺物

-129-―

り
‐７
緻
‐６

０

‐５

PL6



13・…SK(F)214

14・ S̈K(F)225

i5。 ,。SK212

16…・Pit403

PL7 B4区遺構内出土遺物

―-130-―

塵篭
瞼
２‐Ｐ４３３

』輻躙響‐８Ｐ６３６
櫻黎》‐９Ｐ６３６

鰺
20

SK(F)257

17¨……・̈ Pit435

18～ 19-・ Pit636

20・…………SK(F)257

21……・……Pit433

17

P435

13

SK(F)214

14

SK(F)225



5…遺構外

4・・・Pit

6・…SK202

7・…SK212B4区遺構内・ 外出土土器
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PL8



3. 3603
2 3599

12. 3611

儡蜀嘲
21  3622      22.〔

23 3624

PL9 B4区遺構外出土土器

27. 3633

(分布図対応 )(1)

14 3612
15 3613 16. 3613

磯
18 3617 19 3617 鰊

20 3618

躾
¨

24. 3625

25 3626

28 3635
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彰
35. 3685

38 4255

47. 3648

32. 3682

揚

¨

蝙
４６．４２７７

４

49 3658     50. 3649

53. 3638

PL10 B4区遺構外出土土器 (分布図対応)(2)

45. 4276

亀

４２５６３９
躇

４４．４２７

靱

３．３６６２

靡
¨

琲

¨

曹
54 3658

蝙
57. 3648

８５

蟻

５６．３６

40. 4256

42. 4258
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鼈愧勒 核59 990   60_ 991      61  996    62. 999 蒻
¨

67_ 1044

94  1154 95. 1197

96. 1197

PLll B4区遺構外出土土器 (分布図対応)侶 )

91  1153

99.

1199

58. 988

68  1045

97.

1199

101. 1201     102  1202

103  1205

100 1201
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106. 1207

雪
114. 1232 鬱

119.

1236

1236

癒軸欲勒い‐２４．‐２４４
晰 粒0趾50

伊
137_ 1287

140. 1300

141  1300   142.

PL12 B4区遺構外出土土器 (分布図対応 )“ )

107. 1212

112. 1225

136. 1286

144  1316

143 1315

149.
147. 1319
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輻蜃聰
i66  1416  167  1420  168. 1421 1422 踪ハ

1425   173. 1431

187. 1616

1254183.

132、 133、 134…同一固体

142、 143、 144…同一固体

PL13 B4区遺構外出土土器 (分布図対応)(D

i71  1424
169 1421

鍼鑽 禽9輻瘍鸞
177  1460   1462   179.

1507

蝙鶉 隋
184. 1543 185.

1614

186.

1616

爵
191

1618

197 1715

‰.1618▼

194  1621

σ爾曰
200 1730

213  1912
207. 1905
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215  1918鸞
214  1912

219  1923

　̈（・魃靱黎り̈ 227

も瞑
234.    235. 2232
2232

蜀
】
輻攘 埒 褪

141. 2252   242. 2252
238 2234    239. 22

鑢跛祓鱚陽L儡
245 2252      2252   247.   248

2252    2256   249b62   250. 2504
243 2252

緻 飩
251  2513 . 2518     255. 2520

蝙
257. 2533

PL14 B4区遺構外出土土器 (分布図対応)G)

216. 1919
220  1955

237. 2234

じ '鰊
瞳σ ttq

260.     261.  262. 2552   263. 2558259. 2537
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麗醜5呼
267. 2645

∠′0. ∠001     276 2665
272:

PR絣蜃趙穆鮨鱚 282. 2704    283 2714
〕3277. 2666

下
∠酬・″U6

L 2702

が■58颯黎48“
286. 2727    287. 2758           289 2801    290. 2801

302. 3025

-  “
燿暉舞霜盪盤電勇ン   _

3縄瞑ポ鶯頌
308 3077        309. 3077  311

-       ―

PL15 B4区遺構外出土土器 (分布図対応)(刀

284 2715

314. 3137
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魏̈
３２８．６３２７６５
¨

３

顆
３２７．｝鰊５
３３３．３３６５

麒

３２６．ｎ

雖
¨

●
●

00′ . 0・ |り 1                     339. 3496 ~                   341. 3501

爾    燿畿撻   麗釉   贔   _   341 ' υυVi     346. 3503     - 347. 3504

358. 3530

PL16 B4区遺構外出土土器 (分布図対応)に )

362. 3687

337. 3461
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366 3693

▲
一
回
目
夢
″
３９
４３

颯
365. 3692

368. 3696

巫鰊 598琲 瞑頸
3699      872 3702

螂 37具 834

2璽鳳375. 3711

377. 3932

383. 4251        384. 4252  385. 4252

3932  380. 3932

PL17 B4区遺構外出土土器 (分布図対応)(9

381. 4035
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三
Ｉ

PL18 B4区 遺構外出土石器
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14～ 16…掻器一側

17、 18…掻器二側

19…掻器三側

21、 22…掻器全域



文 6

畿8 q辟,9

M12

1～ 9…土製品

10～ 14…石製品

PL19 B4区 出土± 0石製品

-142-―



蝙

鰈

鸞

◎

瑯
蒻

磯

鰊

鰈

鯰

瘍 鸞

鯰 鮨

瘍

亀

躾

晰

P L20 B4区 出土土器破片利用土製品

瘍

靱

屹

鼈
鼈

釉
黎

茫

鯰

聰

膠

螂

隧

（Ｆ
に
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石製品

土製品
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